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 この資料は、環境基本計画令和４年度上半期の実施状況について、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて、まとめた報告書です。 

  

【凡例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

①　事業活動に伴う
大気汚染防止対策の
促進

1
工場・事業場に
対する指導等
の実施

工場・事業場に対し
て、立入調査・指導等
を実施します。

工場・事業場に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

①

工場・事業所に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

苦情発生時、アスベスト排
出工事などの立入調査
（53件）・指導等を実施し
ました。

工場・事業所に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。
具体的には、令和５年１月
から、冬季大気立入調査
を市内のばい煙発生施設
設置事業所等15件に対し
て実施予定です。

令和４年度５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況施策の内容 № 個別施策

項目別に実施状況を把握するため、５つのパターンに分類しています。 

 

①：年間を通して、計画どおり事業を実施できる。 

  （実施できるが、計画達成が難しい場合も含む） 

 

②：上半期は事業を実施できたが、下半期は事業実施が困難である。 

 

③：下半期は事業の実施が見込め、計画達成の可能性がある。 

  （上半期は計画どおり事業を実施できなかった） 

 

④：下半期は事業の実施が見込めるが、計画達成は難しい。 

  （上半期は計画どおり事業を実施できなかった） 

 

⑤：年間を通して、計画どおり事業を実施することは困難である。 

パターンごとに、記載する項目が異なっています 

 

１：「上半期予定、上半期実績、下半期予定」について、記載 

２：「上半期予定、上半期実績」について、記載 

３・４：「上半期予定、下半期予定」について、記載 

５：「上半期予定」について、記載 

平平塚市環境基本計画令和４年度上半期実施状況等報告書 

資料３ 
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【凡例続き】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

66
建築協定制度
の導入促進

開発事業に対する事
前相談時に制度のＰ
Ｒを実施するととも
に、土地所有者への
理解を得ながら住み
よいまちづくりの促
進を図ります。

開発事業に対する事前相
談時に制度のＰＲを実施す
るとともに、土地所有者へ
の理解を得ながら住みよ
いまちづくりの促進を図り
ます。

③

開発事業に対する事前相
談時やホームページにおい
て建築協定制度について
のPRを行います。

ホームページにおいて建築
協定制度についてのPRを
行いましたが、制度を利用
するような大規模な開発
の事例はありませんでし
た。

開発事業に対する事前相
談時やホームページにおい
て建築協定制度について
のPRを行います。

令和４年度

実施状況№ 個別施策
５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画

上半期予定 上半期実績 下半期予定

138
学校での出前
教室等の開催

学校などで出前教室
を開催するなどし
て、子どもたちへの
啓発を進めます。ま
た、ごみ学級を環境
事業センターで実施
します。

【収集業務課】
小学４年生を対象にごみ学級を実
施し、環境学習の機会を提供しま
す。また、乳幼児を対象にごみ収集
車見学会を実施し、環境学習の
きっかけを提供します。

【環境政策課】
学校などで出前教室を開催するな
どして、子どもたちへの啓発を進め
ます。

①

【収集業務課】
小学４年生を対象にごみ学級を実
施し、環境学習の機会を提供しま
す。また、乳幼児を対象にごみ収集
車見学会を実施し、環境学習の
きっかけを提供します。

【環境政策課】
ひらつか環境ファンクラブと連携し
て、環境・地球温暖化対策出前講座
を開催します。また、みどりのカー
テンづくり相談会を実施します。

【収集業務課】
小学４年生を対象にしたごみ
学級を26校（1,822人）で実
施しました。

【環境政策課】
環境・地球温暖化対策出前講
座を11回実施しました。

【収集業務課】
乳幼児を対象にしたごみ収集
車見学会を開催します。

【環境政策課】
環境・地球温暖化対策出前講
座を年間計画の達成に向け
て、出前講座を開催します。

№ 個別施策
５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

③：下半期は事業の実施が見込め、計画達成の可能性がある。 

  （上半期は計画どおり事業を実施できなかった） 
「上半期予定」、「下半期予定」について、記載しています。 

【③のパターン】 

【事業内に複数の評価対象がある場合の記載】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和４年度計画」欄に基づく評価対象は、収集業務課と環境政策課の２つの事業があります。 

このように、評価対象事業が複数ある場合の実施状況の確認（パターン分類）としては、個別の評価対象ごとにパターンを把握しま

す。そのため「実施状況」欄には、全体としての評価を記載し、「上半期予定」、「上半期実績」、「下半期予定」欄には、個別の

パターン別に記載しています。 
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施策の方向 １ 安全な生活環境を確保します 

施策の柱 １－１ 大気環境・水環境を保全します 

施策の項目 １ 大気環境の保全対策の促進 

 

施策の項目 ２ 水環境の保全対策の促進 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

①　事業活動に伴う
大気汚染防止対策の
促進

1
工場・事業場に
対する指導等
の実施

工場・事業場に対し
て、立入調査・指導等
を実施します。

工場・事業場に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

①

工場・事業所に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

苦情発生時、アスベスト排
出工事などの立入調査
（53件）・指導等を実施し
ました。

工場・事業所に対して、立入調
査・指導等を実施します。
具体的には、令和５年１月か
ら、冬季大気立入調査を市内
のばい煙発生施設設置事業所
等15件に対して実施予定で
す。

②　大気汚染状況の
監視測定等の実施

2
大気汚染状況
の監視測定等
の実施

大気汚染に係る
環境基準達成率：
80％

大気汚染に係る
環境基準達成率：80％ ①

市内５箇所の測定局にお
いて、大気常時監視測定
を実施します。

市内５箇所の測定局にお
いて、大気常時監視測定
を実施しました。

市内５箇所の測定局におい
て、大気常時監視測定を実施
し、汚染の状況を把握します。

施策の内容 № 個別施策
５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

上半期予定 上半期実績 下半期予定

3
浄化槽の設置
促進

広報紙やＨＰ、個別
通知で制度を周知し
ます。公共用水域の
汚濁防止や生活環境
の保全に対する市民
理解を促進します。

広報紙やＨＰ、個別通知で
制度を周知します。公共用
水域の汚濁防止や生活環
境の保全に対する市民理
解を促進します。

①

補助要件に該当する浄化
槽の設置費用を補助しま
す。

設置費補助　０基
維持管理費補助　０基

補助要件に該当する浄化
槽の設置費用及び維持管
理費用を補助します。

4 水洗化の促進

戸別訪問等により公
共下水道への接続を
普及促進するととも
に排水設備工事費の
助成により、普及率
の向上を図ります。

戸別訪問等により公共下
水道への接続を普及促進
するとともに排水設備工
事費の助成により、普及率
の向上を図ります。

①

公共下水道に未接続の家
屋を対象に、早期接続を
促す通知の送付や、普及員
による戸別訪問をするこ
とで普及啓発を促進し、普
及率の向上を図ります。ま
た、工事費の助成により、
普及率の向上を図ります。

〇未接続家屋の接続を促
す
現地の確認及びポスティ
ング　991件
〇宅内排水設備確認申請
件数　596件
〇排水設備工事費助成　5
件

公共下水道に未接続の家
屋を対象に、早期接続を
促す通知の送付や、普及員
による現地確認及び通知
のポスティングをすること
で普及啓発を促進し、普及
率の向上を図ります。ま
た、工事費の助成により、
普及率の向上を図ります。

②　事業活動に伴う
排水の適正な処理の
促進

5
工場･事業場に
対する指導等
の実施

工場・事業場に対し
て、立入調査・指導等
を実施します。

工場・事業場に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

①

工場・事業所に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

水質汚濁防止法と神奈川
県生活環境の保全等に関
する条例に基づく工場等
の立入調査を40件実施し
ました。

工場・事業所に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

③　水質汚濁状況の
監視測定等の実施

6
水質汚濁状況
の監視測定等
の実施

神奈川県測定計画に
基づく環境調査や市
独自の水質測定を実
施します。

神奈川県測定計画に基づ
く環境調査や市独自の水
質測定を実施します。

①

神奈川県測定計画に基づ
く環境調査や市独自の水
質測定を実施します。

神奈川県測定計画に基づ
き河川２地点、海域１地点
の環境調査を実施しまし
た。また、市独自の水質測
定として河川や主要排水
路19地点で測定を実施し
ました。

神奈川県測定計画に基づ
く環境調査や市独自の水
質測定を実施します。

施策の内容 № 個別施策

①　家庭からの生活
排水の適正な処理の
促進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度
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施策の柱 １－２ 安全で快適な生活環境を確保します 

施策の項目 １ 化学物質対策の促進 

 

 

施策の項目 ２ 土壌汚染・地下水対策への対応 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

①　化学物質に関す
る情報収集・提供

7
化学物質に関
する情報収集・
提供

化学物質に関する情
報の収集及び提供を
行います。

化学物質に関する情報の
収集及び提供を行います。 ①

化学物質に関する情報の
収集及び提供を行います。

上半期は神奈川県から本
市分のＰＲＴＲデータの提
供がなかったため、ホーム
ページへの公開は行って
いません。

神奈川県から本市分の令
和２年度分のＰＲＴＲデー
タの提供を受け、有害化学
物質の使用状況について
ホームページで情報発信
を行う予定です。

8
化学物質の適
正管理の促進

神奈川県生活環境の
保全等に関する条例
に基づく、化学物質
の自主的な管理の状
況の報告を促しま
す。

神奈川県生活環境の保全
等に関する条例に基づく、
化学物質の自主的な管理
の状況の報告を促します。

①

神奈川県生活環境の保全
等に関する条例に基づく、
化学物質の自主的な管理
の状況の報告を促します。

神奈川県生活環境の保全
等に関する条例に基づく、
申請を27件受理しまし
た。

神奈川県生活環境の保全
等に関する条例に基づく、
化学物質の自主的な管理
の状況の報告を促します。

9
ダイオキシン類
対策の促進

測定調査を実施する
とともに市のウェブ
サイトに公開し情報
提供します。また、苦
情等による立入調査
時に指導を行いま
す。

測定調査を実施するとと
もに市のウェブサイトに公
開し情報提供します。ま
た、苦情等による立入調査
時に指導を行います。

①

測定調査を実施するとと
もに市ホームページに公開
し情報提供する。苦情等に
よる立入調査時に指導を
行います。

上半期に、一般大気環境調査
を１地点で１回実施するととも
に、ダイオキシン類に関する情
報について、市ホームページで
公開し、情報提供を行いまし
た。また、野焼き等の苦情につ
いては、19件立入し、指導を
行いました。

下半期分の測定調査を実
施するとともに市ホーム
ページに公開し情報提供し
ます。苦情等による立入調
査時に指導を行います。

②　化学物質対策の
促進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策

上半期予定 上半期実績 下半期予定

①　土壌汚染・地下水
汚染の未然防止対策
の促進

10

土壌汚染・地下
水汚染の未然
防止対策の促
進

土壌汚染対策法、水
質汚濁防止法及び神
奈川県生活環境の保
全等に関する条例に
基づき、立入調査・
指導等を行います。

土壌汚染対策法、水質汚濁
防止法及び神奈川県生活
環境の保全等に関する条
例に基づき、立入調査・指
導等を行います。

①

土壌汚染対策法及び神奈
川県生活環境の保全等に
関する条例に基づき、立入
調査・指導等を行います。

土壌汚染対策法及び神奈
川県生活環境の保全等に
関する条例に基づき、２件
の立入及び指導を行いま
した。

土壌汚染対策法及び神奈
川県生活環境の保全等に
関する条例に基づき、立入
調査・指導等を行います。

11
地下水汚染状
況の監視測定
の実施

水質汚濁防止法に基
づき、地下水汚染実
態調査を実施しま
す。

水質汚濁防止法に基づき、
地下水汚染実態調査を実
施します。

①
水質汚濁防止法に基づく
地下水汚染実態調査は上
半期は実施せずしません。
（下半期に実施予定）

水質汚濁防止法に基づく
地下水汚染実態調査は上
半期は実施しませんでし
た。

水質汚濁防止法に基づ
き、地下水汚染実態調査
を実施します。

12

工場・事業場の
汚染対策効果
確認調査の実
施

工場・事業場の汚染
対策の効果確認のた
め、地下水調査を実
施します。

工場・事業場の汚染対策の
効果確認のため、地下水調
査を実施します。

①
工場・事業場の汚染対策
の効果確認のため、、地下
水調査を実施します。

工場・事業場周辺の汚染
状況の確認のため、３社の
周辺地下水調査を実施し
ました。

工場・事業場の汚染対策
の効果確認のため、、地下
水調査を実施します。

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策

②　地下水汚染状況
の監視測定の実施、
汚染浄化対策効果の
確認
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施策の項目 ３ 騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

①　自動車や新幹線
による騒音・振動への
対応

13
自動車や新幹
線による騒音・
振動への対応

自動車騒音の常時監
視測定、道路交通騒
音・振動測定、新幹
線騒音・振動測定を
実施します。

自動車騒音の常時監視測
定、道路交通騒音・振動測
定、新幹線騒音・振動測定
を実施します。

①

自動車騒音の常時監視測
定、道路交通騒音・振動測
定、新幹線騒音・振動測定
を実施します。

道路交通騒音・振動測定３
路線の３地点で実施しまし
た。
また、新幹線騒音・振動測
定を２地点で実施しまし
た。

自動車騒音の常時監視測
定、道路交通騒音・振動測
定、新幹線騒音・振動測定
を実施します。

②　工場･事業場に対
する規制・指導の実施

14
工場･事業場に
対する規制・指
導の実施

工場・事業場に対し
て、立入調査・指導等
を実施します。

工場・事業場に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

①

工場・事業所に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

騒音規制法、振動規制法
及び神奈川県生活環境の
保全等に関する条例に基
づく届出を受理するとと
もに適時助言を行いまし
た。また、80件の立入を
実施しました。

工場・事業所に対して、立
入調査・指導等を実施しま
す。

③　悪臭への対応 15
臭気指数規制
による悪臭へ
の対応の充実

悪臭防止法の臭気指
数規制に基づく指
導・規制、必要に応じ
測定を行います。

悪臭防止法の臭気指数規
制に基づく指導・規制、必
要に応じ測定を行います。

①
悪臭防止法の臭気指数規
制に基づく指導・規制、必
要に応じ測定を行います。

悪臭防止法の臭気指数規
制に基づき、事業所の指
導を行いました。また、21
件の立入を実施しました。

悪臭防止法の臭気指数規
制に基づく指導・規制、必
要に応じ測定を行います。

④　地盤沈下の防止 16

地盤沈下量の
測定と地下水
利用の規制・指
導

観測井による地下水
位等の観測を実施し
ます。また、神奈川県
生活環境の保全等に
関する条例に基づく
地下水利用の規制指
導を行います。

観測井による地下水位等
の観測を実施します。ま
た、神奈川県生活環境の保
全等に関する条例に基づく
地下水利用の規制指導を
行います。

①

地盤沈下の進行を監視す
るため、観測井による地下
水位の観測を実施します。
また、条例に基づく地下水
利用の規制指導を行いま
す。

地盤沈下の進行を監視す
るため、観測井による地下
水の観測を実施しました。
また、条例に基づく地下水
利用の規制指導を行いま
した。

地盤沈下の進行を監視す
るため、観測井による地下
水位の観測を実施します。
また、条例に基づく地下水
利用の規制指導を行いま
す。

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の方向 ２ 自然環境を保全・再生します 

施策の柱 ２－１ 生物多様性を保全します 

施策の項目 １ 生物多様性の保全対策の推進 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

17

生物多様性の
保全に向けた
仕組みづくり
の検討

（仮称）平塚市生物多
様性保全アクション
プランの策定をしま
す。

（仮称）平塚市生物多様性
保全アクションプランの策
定をします。

①

平塚市生物多様性保全ア
クションプランの策定にあ
たり、庁内組織等との調整
を図ります。

平塚市生物多様性保全ア
クションプランの策定にあ
たり、庁内組織等との調整
を図りました。

平塚市生物多様性保全ア
クションプラン（素案）のパ
ブリックコメント等を実施
し、策定します。

18
野生生物等の
情報収集・発信

【環境保全課】
市民団体等の協力によ
り調査した生きもの調
査結果を情報発信しま
す。

【博物館】
市民団体等の協力によ
り、定期的に自然環境
や生物に関する調査を
実施することによって、
市域の状況を把握し、
情報発信します。市内各
所の植物に関する情報
を収集し、標本とデータ
を整理します。

【環境保全課】
市民団体等の協力により調査
した生きもの調査結果を情報
発信します。

【博物館】
市民団体等の協力により、定
期的に自然環境や生物に関す
る調査を実施することによっ
て、市域の状況を把握し、情報
発信します。市内各所の植物
に関する情報を収集し、標本と
データを整理します。

①

【環境保全課】
市民団体等の協力により
調査した生きもの調査結
果を情報発信するため、関
係者と協議します。

【博物館】
植物標本の整理とデータ
化を進めます。

【環境保全課】
市民団体等の協力により
調査した生きもの調査結
果を情報発信するため、関
係者と協議しました。

【博物館】
植物標本の整理とデータ
化を進めました。

【環境保全課】
生きもの調査結果を「ひら
つかわくわくマップ」で情
報発信します。

【博物館】
植物標本の整理とデータ
化を進めます。

19
みどりと水辺
のネットワーク
の形成

公共スペースへの植
栽等の整備を推進
し、みどりと水辺の
ネットワークを形成
することによって、生
物の生育・生息空間
の連続性を確保しま
す。

公共スペースへの植栽等
の整備を推進し、みどりと
水辺のネットワークを形成
することによって、生物の
生育・生息空間の連続性を
確保します。

①

公園、広場等の公共用地
及び公民館等の238個の
プランターや花壇に市民
団体、公共機関の協力を
得ながら花苗を植栽しま
す。

公園、広場等の公共用地
及び公民館等の238個の
プランターや花壇に市民
団体、公共機関の協力を
得ながら花苗を植栽しま
した。

公園、広場等の公共用地
及び公民館等の238個の
プランターや花壇に市民
団体、公共機関の協力を
得ながら花苗を植栽しま
す。

20
里山体験教室
等の開催

【環境政策課】
夏休み子ども環境教
室（里山編）を開催し
ます。

【環境保全課】
里山モデル事業、市
民・大学交流事業を
開催します。

【環境政策課】
夏休み子ども環境教室（里
山編）を開催します。

【環境保全課】
里山モデル事業、市民・大
学交流事業を開催します。

①

【環境政策課】
夏休みこども環境教室【里山
編】を開催します。

【環境保全課】
里山モデル事業（３回）市民・
大学交流事業（２回）を開催し
ます。

【環境政策課】
夏休み子ども環境教室【里山
編】を開催しました。
参加人数：10人
開催日：令和４年７月３０日
（土）

【環境保全課】
里山モデル事業（1回）、市民・
大学交流事業（２回）を開催し
ました。

【環境政策課】
　　　－

【環境保全課】
里山モデル事業（４回）、市
民・大学交流事業（１回）を
開催します。

①　野生生物の情報
収集、生物多様性の
保全策の検討

②　生物生息空間の
保全対策の推進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

③　野生生物への理
解の促進

21
自然について
の観察会等の
実施

参加人数：60人 参加人数：60人 ①

【環境政策課】
夏休み子ども環境教室川
編（金目川生き物観察会）
を開催します。

【博物館】
自然観察行事として、自然
教室などを開催します。

【環境政策課】
夏休み子ども環境教室川編
（金目川生き物観察会）を開催
しました。
参加人数：24人
開催日：令和４年７月３１日
（日）

【博物館】
自然観察行事として、自然教
室（2回、35人）、生き物ズー
ムプロジェクト（6回、33人）な
どを開催しました。

【環境政策課】
　　　　　　－

【博物館】
自然観察行事として、自然
教室などを開催します。

④　有害鳥獣対策の
推進

22
鳥獣による生
活被害防除の
推進

イノシシ、ハクビシン
及びアライグマ等の
有害鳥獣の捕獲を実
施します。

イノシシ、ハクビシン及びア
ライグマ等の有害鳥獣の捕
獲を実施します。

①
ウェブサイト等で周知する
とともに、捕獲等を実施し
ます。

ウェブサイト等で周知する
とともに、アライグマを26
頭捕獲しました。

周知、捕獲等を実施しま
す。

⑤　特定外来生物の
防除

23
特定外来生物
の防除

第３次神奈川県アラ
イグマ防除実施計画
に基づき、特定外来
生物の周知、捕獲等
を実施します。

第３次神奈川県アライグマ
防除実施計画に基づき、特
定外来生物の周知、捕獲等
を実施します。

①

ひらつか生物多様性推進
協議会と生物多様性の保
全に取り組む方法を検討
します。

ひらつか生物多様性推進
協議会からの助言により、
生物多様性に配慮した除
草方法について施設管理
者と協議をしました。

ひらつか生物多様性推進
協議会との連携で野鳥観
察会等の啓発活動行いま
す。

⑥　生物多様性の保
全に取り組む市民活
動団体等の活動促
進

24
市民活動団体
等の活動促進

【環境保全課】
市民活動団体や企業等
と協働し、保全活動策の
推進を図ります。

【みどり公園・水辺課】
馬入水辺の楽校のイベ
ント周知のため、参加者
募集の記事を広報ひら
つかに掲載します。

【環境保全課】
市民活動団体や企業等と協働
し、保全活動策の推進を図りま
す。

【みどり公園・水辺課】
馬入水辺の楽校のイベント周
知のため、参加者募集の記事
を広報ひらつかに掲載します。

①

【環境保全課】
ひらつか生物多様性推進協議
会と生物多様性の保全に取り
組む方法を検討します。

【みどり公園・水辺課】
馬入水辺の楽校のイベント周
知のため、参加者募集の記事
を広報ひらつかに掲載しま
す。

【環境保全課】
ひらつか生物多様性推進協議
会からの助言により、生物多
様性に配慮した除草方法につ
いて施設管理者と協議をしま
した。

【みどり公園・水辺課】
馬入水辺の楽校のイベント周
知のため、参加者募集の記事
を広報ひらつかに６回掲載し、
活動の支援をしました。

【環境保全課】
ひらつか生物多様性推進協議
会との連携で野鳥観察会等の
啓発活動行います。

【みどり公園・水辺課】
馬入水辺の楽校のイベント周
知のため、参加者募集の記事
を広報ひらつかに掲載しま
す。

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の柱 ２－２ 里山を保全・再生します 

施策の項目 １ 里山の保全・再生とふれあいの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

①　西部丘陵地域資
源まちづくり支援

25
西部丘陵地域
資源まちづく
り支援事業

東京農業大学地域再
生研究部会の「湘南
ひらつか・ゆるぎ地
区」分科会の活動や、
「湘南ひらつか・ゆる
ぎ地区活性化に向け
た協議会」が開催す
るワークショップ等
に参加します。また、
西部丘陵地域で活動
する団体等から、地
域活性化に関する講
師の派遣依頼があっ
た場合は、講師を派
遣します。

東京農業大学地域再生研
究部会の「湘南ひらつか・
ゆるぎ地区」分科会の活動
や、「湘南ひらつか・ゆるぎ
地区活性化に向けた協議
会」が開催するワーク
ショップ等に参加します。
また、西部丘陵地域で活動
する団体等から、地域活性
化に関する講師の派遣依
頼があった場合は、講師を
派遣します。

③

東京農業大学地域再生研
究部会の「湘南ひらつか・
ゆるぎ地区」分科会の活動
や、「湘南ひらつか・ゆるぎ
地区活性化に向けた協議
会」が開催するワーク
ショップ等に参加します。
また、西部丘陵地域で活
動する団体等から、地域活
性化に関する講師の派遣
依頼があった場合は、講師
を派遣します。

－

東京農業大学地域再生研
究部会の「湘南ひらつか・
ゆるぎ地区」分科会の活動
や、「湘南ひらつか・ゆるぎ
地区活性化に向けた協議
会」が開催するワーク
ショップ等に参加します。
また、西部丘陵地域で活
動する団体等から、地域活
性化に関する講師の派遣
依頼があった場合は、講師
を派遣します。

②　市民を主体とし
た継続的な里山保
全活動の促進

26

市民を主体と
した継続的な
里山保全活動
の促進

里山保全モデル事業
（７回）、市民・大学交
流事業（３回）を開催
します。

里山保全モデル事業（７
回）、市民・大学交流事業
（３回）を開催します。

①
5回　150人 3回　187人 ５回　80人

③　里山の自然との
ふれあいの促進

27
里山体験教室
等の開催（再
掲）

【環境保全課】（再
掲）
里山保全モデル事業
（７回）、市民・大学交
流事業（３回）を開催
します。

【環境保全課】（再掲）
里山保全モデル事業（７
回）、市民・大学交流事業
（３回）を開催します。

①

里山モデル事業（３回）市
民・大学交流事業（２回）を
開催します。

里山モデル事業（1回）、市
民・大学交流事業（２回）を
開催しました。

里山モデル事業（４回）、市
民・大学交流事業（１回）を
開催します。

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の柱 ２－３ 水辺の自然を再生します 

施策の項目 １ 川や海の自然環境の再生とふれあいの推進 

  

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

28
水辺・海辺の市
民活動の促進

神奈川県主催の湘南
里川づくりクリーン
キャンペーンの周知
を行います。また、海
岸の美化キャンペー
ンの支援を行いま
す。

神奈川県主催の湘南里川
づくりクリーンキャンペー
ンの周知を行います。ま
た、海岸の美化キャンペー
ンの支援を行います。

①

神奈川県主催の湘南里川
づくりクリーンキャンペー
ンの周知を行います。

神奈川県主催の湘南里川
づくりクリーンキャンペー
ンの周知を行いました。

神奈川県主催の湘南里川
づくりクリーンキャンペー
ンの周知を行います。

29
海岸浸食対策
の促進

「相模灘沿岸海岸侵
食対策計画」に基づ
く、海岸管理者（神奈
川県）による養浜事
業を確認します。

「相模灘沿岸海岸侵食対策
計画」に基づく、海岸管理
者（神奈川県）による養浜
事業を確認します。

①

海岸管理者による養浜事
業を確認します。

海岸管理者による養浜事
業を確認しました。

海岸管理者による養浜事
業を確認します。

30
海底耕うんの
実施

漁場の改善と廃棄物
の状況を調査するた
め、海底耕うんの実
施を支援します。

漁場の改善と廃棄物の状
況を調査するため、海底耕
うんの実施を支援します。

①
海底耕うんの実施を支援
します。

下半期に海底耕うんを６
回実施する予定です。

下半期に海底耕うんを６
回実施します。

31
桂川・相模川流
域協議会への
参加

運営委員会に出席
し、クリーンキャン
ペーン等のイベント
への参加や同会の会
報誌の配架や事業周
知を行います。

運営委員会に出席し、ク
リーンキャンペーン等のイ
ベントへの参加や同会の会
報誌の配架や事業周知を
行います。

①

運営委員会に出席し、ク
リーンキャンペーン等のイ
ベントへの参加や同会の
会報誌の配架や事業周知
を行います。

運営委員会に出席し、ク
リーンキャンペーン等のイ
ベントへの参加や事業周
知を行いました。

運営委員会に出席し、同会
の会報誌の配架や事業周
知を行います。

32
金目川水害予
防組合の活動
の支援

令和３年度同様に、令和４
年度も金目川の水害予防と
沿岸耕地のかんがい用水の
水源かん養のため、金目川
の水源地である春嶽山を所
有する金目川水害予防組合
の管理運営費の一部を負担
します。

令和３年度同様に、令和４
年度も金目川の水害予防
と沿岸耕地のかんがい用
水の水源かん養のため、金
目川の水源地である春嶽
山を所有する金目川水害
予防組合の管理運営費の
一部を負担します。

①

金目川の水源地（春嶽山）
を所有する当組合の管理
運営費の一部を負担しま
す。

金目川の水源地（春嶽山）
を所有する当組合の管理
運営費の一部を負担しま
した。

金目川の水源地（春嶽山）
を所有する当組合の管理
運営費の一部を負担しま
す。

33
湘南里川づく
りへの参加

住民協働の組織であ
る湘南里川づくりみ
んなの会へ、行政幹
事として参画します。

住民協働の組織である湘
南里川づくりみんなの会
へ、行政幹事として参画し
ます。

①
住民協働の組織である湘
南里川づくりみんなの会
へ、行政幹事として参画し
ます。

行政幹事として、総会に1
回、役員会に２回参加しま
した。

役員会を２回（12月、３
月）開催する予定です。ま
た、里川フォーラムを２月
に開催する予定です。

①　川や海の自然環
境の保全と再生

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

34
馬入水辺の楽
校の運営に対
する支援

馬入水辺の楽校のイベ
ント周知のため、参加者
募集の記事を広報ひら
つかに掲載します。

馬入水辺の楽校のイベント
周知のため、参加者募集の
記事を広報ひらつかに掲
載します。

①

馬入水辺の楽校のイベント
周知のため、参加者募集
の記事を広報ひらつかに
掲載します。

馬入水辺の楽校のイベント
周知のため、参加者募集
の記事を広報ひらつかに
６回掲載し、活動の支援を
しました。

馬入水辺の楽校のイベント
周知のため、参加者募集
の記事を広報ひらつかに
掲載します。

35
馬入花畑の整
備

馬入花畑の会と協力
して、花畑の維持管
理作業を実施しま
す。平塚地区環境対
策協議会主催の
チューリップ球根植
栽イベントの支援を
実施します。

馬入花畑の会と協力して、
花畑の維持管理作業を実
施します。平塚地区環境対
策協議会主催のチューリッ
プ球根植栽イベントの支援
を実施します。

①

馬入花畑の会と協力して、
花畑の維持管理作業を実
施します。

馬入花畑の会と協力して、
花畑の維持管理作業を
40回実施しました。

馬入花畑の会と協力して、
花畑の維持管理作業を実
施します。
平塚地区環境対策協議会
主催のチューリップ球根植
栽イベントの支援を実施し
ます。

36
水辺の散策路
の維持管理

自然観察路の除草委
託、注意喚起看板等
の維持管理などを実
施します。

自然観察路の除草委託、注
意喚起看板等の維持管理
などを実施します。

①
自然観察路の除草委託を
実施します。注意喚起看板
等の維持管理などを実施
します。

自然観察路の除草委託を
実施しました。注意喚起看
板等の維持管理などをし
ました。

自然観察路の除草委託を
実施します。注意喚起看板
等の維持管理などを実施
します。

②　川や海とのふれ
あいの促進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

37

河川で活動す
る市民活動団
体の支援と連
携強化

【みどり公園・水辺課】
引き続き、河川の愛護
活動、環境美化活動を
行う団体の活動を支援
します。

【土木総務課】
鈴川鯉のぼりまつりに
ついては、新型コロナウ
イルス感染拡大防止の
ため、イベントを実施せ
ず、鯉のぼりの掲揚の
みを実施します。金目川
清流鯉のぼりまつりに
ついては、元より鯉のぼ
りの掲揚のみの実施に
なります。
①鈴川鯉のぼりまつり
（５月３日～５月５日）
②金目川清流鯉のぼり
鑑賞会（４月１７日～５月
６日）

【みどり公園・水辺課】
引き続き、河川の愛護活動、環
境美化活動を行う団体の活動
を支援します。

【土木総務課】
鈴川鯉のぼりまつりについて
は、新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、イベントを実施
せず、鯉のぼりの掲揚のみを
実施します。金目川清流鯉の
ぼりまつりについては、元より
鯉のぼりの掲揚のみの実施に
なります。
①鈴川鯉のぼりまつり　（５月
３日～５月５日）
②金目川清流鯉のぼり鑑賞会
（４月１７日～５月６日）

①

【みどり公園・水辺課】
引き続き、河川の愛護活
動、環境美化活動を行う団
体の活動を支援します。

【土木総務課】
 鈴川鯉のぼりまつりにつ
いては、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、
式典、模擬店等の一切のイ
ベントは実施せず、鯉のぼ
りの掲揚のみ実施します。
　金目川清流鯉のぼりまつ
りについては、元よりイベ
ント等はなく、鯉のぼりの
掲揚のみ実施します。

【みどり公園・水辺課】
河内川あじさいまつり及
び渋田川桜まつりは新型
コロナウイルス感染症拡大
防止のため中止しました
が、鑑賞のみ御案内するな
ど、河川の愛護活動、環境
美化活動を行う団体の活
動を支援しました。

【土木総務課】
予定通り実施しました。 －

38
漁業理解の促
進

小学生の乗船体験や
漁師による地どれ直
売会のイベント支援
を行います。

小学生の乗船体験や漁師
による地どれ直売会のイベ
ント支援を行います。

①
小学生の乗船体験や漁
師による地どれ魚の直売
会を支援します。

地元小学生による乗船体
験を支援しました。又、地
どれ魚の直売会の開催
をしました。

漁師による地どれ魚の直
売会の開催を支援しま
す。

39
稚魚放流体験
の実施

栽培漁業導入推進事
業補助金としてヒラ
メなどの稚魚放流や
栽培型漁業の調査研
究に関する事業への
支援補助を行うとと
もに地元小学生の体
験実施を支援しま
す。

栽培漁業導入推進事業補
助金としてヒラメなどの稚
魚放流や栽培型漁業の調
査研究に関する事業への
支援補助を行うとともに
地元小学生の体験実施を
支援します。

①

ヒラメの稚魚放流に対し
て支援します。

ヒラメの稚魚放流につい
て、稚魚の購入費用を補
助するなどの支援を行
いました。

－

②　川や海とのふれ
あいの促進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の柱 ２－４ 農地を保全・活用します 

施策の項目 １ 農地の活性化、農業とのふれあいの推進 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

40
担い手育成事
業

農業経営改善計画認
定推進活動を実施し
ます。

農業経営改善計画認定推
進活動を実施します。 ①

認定農業者の再認定活動
を確実に行うことを中心
に、農業経営改善計画認
定推進活動を推進します。

認定農業者の再認定活動
を確実に行い、農業経営
改善計画認定推進活動を
推進しました。
認定期限を迎える、対象
23件に対し、再認定を行
いました。

認定農業者の再認定活動
を各自に行い、農業経営
改善計画認定推進活動を
推進します。

41
農地の貸し借
りの促進

農地集積・集約及び
遊休化防止・解消を
図るため、農地制度
の情報発信を行い、
意欲のある担い手へ
の農地の利用集積を
促進します。

農業委員及び農地利用最
適化推進委員とともに、農
地中間管理機構との連携
や「農業支援ワンストップ
相談窓口」を活用し、新規
就農者や法人参入といっ
た多様な担い手への貸し
借りによる農地の流動化
（利用集積）の推進を図り
ます。

①

新規利用権設定面積４ha
※年間目標８ha

7haの農地を新規に利用
権設定しました。

引き続き貸し借りを促進
し、さらに利用集積を進め
ていきます。

42
農業振興地域
整備計画の推
進

農振農用地区域の指
定を継続し、まとま
りある優良な農地を
保全します。

農振農用地区域の指定を
継続し、まとまりある優良
な農地を保全します。

①
農振農用地区域の指定を
継続し、優良農地を維持・
保全します。

農振農用地区域の指定を
継続しました。

農振農用地区域の指定を
継続し、優良農地を維持・
保全します。

43
スマート農業
の促進

スマート農業の導入
を支援します。

スマート農業の導入を支援
します。 ①

認定農業者及び認定新規
就農者、計約200人に対
し、スマート農業導入支援
補助金の募集通知を行い
ました。

スマート農業導入支援補
助金の申請受付を行い、
計18件、補助金総額
43,089,000円の交付
決定を行いました。

交付決定者について、導入
状況を確認の上、交付請
求を受け付け、順次支払い
を行います。

44
有害鳥獣によ
る農業被害対
策の推進

自主防除資材への補
助、農地における防
除を推奨し、有害個
体の捕獲を進めま
す。

自主防除資材への補助、農
地における防除を推奨し、
有害個体の捕獲を進めま
す。

①

継続的に自主防除資材へ
の補助を行うとともに、農
地における防除を推奨し、
有害個体の捕獲を進めま
す。

自主防除資材購入経費の
補助を19件行いました。

継続的に自主防除資材へ
の補助を行うとともに、農
地における防除を推奨し、
有害個体の捕獲を進めま
す。

①　農業活性化の推
進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

45
市民農園の利
用促進

市民農園の利用率
97％

市民農園の利用率
97％ ①

農振農用地区域の指定を
継続し、優良農地を維持・
保全します。

農振農用地区域の指定を
継続しました。

農振農用地区域の指定を
継続し、優良農地を維持・
保全します。

46
農業理解の促
進

地産地消イベント来
場者数
（SNS等を活用した
農業PR対象者含む）
累計65,000人

地産地消イベント来場者数
（SNS等を活用した農業
PR対象者含む）
累計65,000人

①

地産地消イベントを実施
し、農業理解の促進を図る
とともに、SNSを活用した
農業PRを行います。

新型コロナウイルス感染症
の蔓延からイベントは実施
できませんでしたが、SNS
を活用した農業PRを、引
き続き行いました。

地産地消イベントを実施
し、農業理解の促進を図る
とともに、SNSを活用した
農業PRを行います。

47
農の多面的機
能の支援

地域の共同活動によ
る、農村環境の維持
管理を推進します。

地域の共同活動による、農
村環境の維持管理を推進
します。

①
農業用施設の維持管理
や、景観形成、生態系調査
などの地域共同活動を推
進します。

農業用施設の維持管理
や、景観形成、生態系調査
などの地域共同活動を推
進しました。

農業用施設の維持管理
や、景観形成、生態系調査
などの地域共同活動を推
進します。

48
地産地消の推
進

【産業振興課】
セミナーにて各産業
間の交流機会の創出
し、地産地消を推進
します。

【学校給食課】
地元農家が生産した
新鮮な野菜、平塚漁
港で水揚げされた魚
や水産加工品等、地
場産品の学校給食で
の使用を推進しま
す。

【産業振興課】
セミナーにて各産業間の交
流機会の創出し、地産地消
を推進します。

【学校給食課】
地元農家が生産した新鮮
な野菜、平塚漁港で水揚げ
された魚や水産加工品等、
地場産品の学校給食での
使用を推進します。

①

【産業振興課】
セミナーにて各産業間の
交流機会の創出し、地産地
消を推進します。

【学校給食課】
地元農家が生産した新鮮
な野菜、平塚漁港で水揚
げされた魚や水産加工品
等、地場産品の使用を推
進します。

【産業振興課】
９月に対面かつオンライン
でセミナーを開催しまし
た。

【学校給食課】
地場産野菜については、使
用13品目で品目ベース
32.5％の割合となりまし
た。野菜以外の地場産品
については、さば、ゆでカ
オリ麺、トマト小松菜パン
を使用しました。

【産業振興課】
セミナーにて事業者同士
に交流の機会を創出し、産
業活性化に努めます。

【学校給食課】
地元農家が生産した新鮮
な野菜、平塚漁港で水揚
げされた魚や水産加工品
等、地場産品の使用を推
進します。

49
地場産品の普
及

湘南ひらつかふれあ
いマーケットを月１回
開催します。
また、湘南ひらつか
名産品の普及・宣伝
を行います。

湘南ひらつかふれあい
マーケットを月１回開催し
ます。
また、湘南ひらつか名産品
の普及・宣伝を行います。

①

湘南ひらつかふれあい
マーケットを月１回で開催
します。
また、湘南ひらつか名産品
の普及・宣伝、新名産品等
の選定を行います。

湘南ひらつかふれあい
マーケットを月1回開催し
ました。
新たな名産品等の選定や
現名産品のイベント出店を
行いました。

湘南ひらつかふれあい
マーケットを月1回開催し
ます。
新たに選定した名産品等
の普及・宣伝の準備を行
います。

②　農業とのふれあ
いの促進（都市農業
理解の促進）

③　地産地消の推進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の項目 ２ 環境に配慮した農業の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

①　環境保全型農業
の促進

50
環境保全型農
業の促進

園芸用廃ビニールの
適正な処理に対して
支援をします。また、
環境に配慮したより
持続性の高い農法に
ついて、農業者に理
解を求めます。

園芸用廃ビニールの適正
な処理に対して支援を行
います。環境保全型農業に
ついて、農業者に理解を求
めるとともに、取り組む農
業者には実績に応じ直接
支援を行います。

①

環境に配慮した農業生産
を推進します。

JA湘南を通して園芸用廃
ビニールの適正な処理に
理解を求めました。

園芸用廃ビニールの適正
な処理による環境に配慮
した農業生産を促進する
ため、廃棄処理事業の主
体であるJA湘南に補助し
ます。

②　家畜排せつ物の
適正処理と活用の
促進

51

家畜排せつ物
処理施設等の
整備･改修に対
する助成

家畜排せつ物処理施
設等の整備・改修に
係る費用の一部を補
助します。

家畜排せつ物処理施設等
の整備・改修に係る費用の
一部を補助します。

①
家畜排せつ物処理施設等
の整備・改修に係る費用の
一部を補助します。

家畜排せつ物処理施設等
の整備・改修に係る費用の
一部を２件補助しました。

家畜排せつ物処理施設等
の整備・改修に係る費用の
一部を補助します。

③　自然環境に配慮
した農業基盤の整備

52
自然環境に配
慮した農道・水
路等の整備

農道、用水路、用水
路の転落柵、堰を整
備します。また、新た
な路線整備も推進し
ます。

環境に配慮した重機・資材
の使用を推進し、自然環境
に配慮した道水路の整備
をします。

①

環境に配慮した、排出ガス
対策型の重機や再生材の
使用を推進します。

環境に配慮した、排出ガス
対策型の重機や再生材の
使用を推進しました。

環境に配慮した、排出ガス
対策型の重機や再生材の
使用を推進します。

④　気候変動への適
応

53
気候変動への
適応

気候変動の影響によ
る高温や豪雨などに
適応するため、関係
機関と連携し、農業
者や生産組織に対し
て、情報提供を行い
ます。

関係機関と連携して環境
に配慮したより持続性の高
い農法について、農業者に
情報提供します。

①

関係機関と連携して環境
に配慮したより持続性の
高い農法について、農業者
に情報提供します。

栽培技術講習会などを通
じて、情報提供を行いまし
た。

関係機関と連携して環境
に配慮したより持続性の
高い農法について、農業者
に情報提供します。

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の方向 ３ 快適な都市環境を保全・創造します 

施策の柱 ３－１ うるおいとやすらぎのあるまちをつくります 

施策の項目 １ みどりのネットワークの形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

①　拠点となるみど
りの確保

54
身近な公園整
備の推進

みどりのネットワー
クの拠点となる都市
公園の整備を推進し
ます。

既存の都市公園を適正に
管理し、必要に応じて樹木
等の捕植を行います。

①

既存の都市公園を適正に
管理し、必要に応じて樹木
等の捕植を行います。

既存の都市公園の樹木が
健全に生育できるよう整
姿・剪定等を実施しまし
た。また、既存の都市公園
に樹木等の補植を行いま
した。

既存の都市公園を適正に
管理し、必要に応じて樹木
等の捕植・剪定等を行いま
す。

55
花とみどりの
まちづくりの
推進

公園、広場等の公共
用地及び公民館等の
プランターや花壇に
花苗を配布します。
また、モデル地区及
びモデル商店会等へ
花苗を配布します。

花苗の配布箇所数
40箇所 ①

公園、広場等の公共用地
及び公民館等の199個の
プランターや花壇に花苗
を配布します。
また、モデル地区及びモデ
ル商店街等へ花苗を配布
します。

公園、広場等の公共用地
及び公民館等の199個の
プランターや花壇に花苗
を7552株配布しました。
また、モデル地区に花苗を
2300株、商店街に花苗
を360株配布しました。

公園、広場等の公共用地
及び公民館等の199個の
プランターや花壇に花苗
を配布します。
また、モデル地区及びモデ
ル商店街等へ花苗を配布
します。

56
良好な樹木等
の保全

樹木等の保全につい
ては、管理のために
必要な助成を行いま
す。

樹木等の保全については、
管理のために必要な助成
を行います。

①
樹木等の保全については、
管理のために必要な助成
を行います。

樹木等の保全については、
管理のために32件奨励金
と２件の補助金を支出しま
した。

樹木等の保全については、
管理のために必要な助成
を行います。

57
道路沿いの緑
化

道路沿いの植栽等を
推進します。

18箇所に苗木の提供を行
います。 ①

18箇所に苗木の提供を行
います。

17箇所に苗木の提供を行
いました。

－

②　みどりのつなが
りの確保

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

58
緑化に関する
普及啓発の実
施

平塚市緑化まつりを
開催し、緑化に関す
る普及啓発をすると
ともに環境意識の啓
発を図ります。また、
平塚市緑化ポス
ター・標語コンクール
を実施し、作品の展
示を行い、緑化意識
の啓発を行います。

新型コロナウィルスのた
め、第47回平塚市緑化ま
つりは中止になりました。
令和5年度での開催を目
指して準備をしていきま
す。

①

また、平塚市緑化ポス
ター・標語コンクールの作
品を募集し、緑化意識の啓
発を行います。

第48回緑化ポスター・標
語コンクールを開催し、ポ
スター208点、標語140
点の応募がありました。作
品審査を行い、ポスター
18点、標語9点が入賞し
ました。

第16回わたしたちの絵画
展を開催し、作品の展示を
行い、緑化意識の啓発を
行います。

59
市民の緑化活
動に対する支
援

うるおいとやすらぎ
のあるまちにするた
め、市民の緑化活動
に対する支援策とし
て、地域で緑化を推
進する緑化モデル団
体及び公園愛護会へ
の支援を継続し、み
どりのネットワーク
を形成します。

うるおいとやすらぎのある
まちにするため、市民の緑
化活動に対する支援策とし
て、地域で緑化を推進する
緑化モデル団体及び公園
愛護会への支援を継続し、
みどりのネットワークを形
成します。
【緑化モデル団体】
登録団体へ花配布(年２
回)

①

【緑化モデル団体】
登録団体へ花配布を行い
ます。
【公園愛護会】
・公園愛護会へ交付金を
交付します。
・公園愛護会連絡協議会
総会中止のため、書面議
決にて行います。
・会報の発行をします。(年
4回）

【緑化モデル団体】
登録団体へ花配布を行い
ました。
【公園愛護会】
・公園愛護会へ交付金を
交付しました。
・公園愛護会連絡協議会
総会中止のため、書面議
決にて行いました。
・役員会を書面にて行いま
した。
・会報の発行をしました。

【緑化モデル団体】
登録団体へ花配布を行い
ます。
【公園愛護会】
・会報の発行をします。

60
事業所等にお
ける緑化の促
進

まちづくり条例に基
づき、事業所等にお
ける緑化促進に関す
る指導を実施しま
す。

まちづくり条例に基づき、
事業所等における緑化促
進に関する指導を実施しま
す。

①
まちづくり条例に基づき、
事業所等における緑化促
進に関する指導を実施し
ます。

まちづくり条例に基づき、
事業所等における緑化促
進に関する指導を実施し
ました。

まちづくり条例に基づき、
事業所等における緑化促
進に関する指導を実施し
ます。

③　市民や事業者に
よる緑化活動の支援
と促進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の項目 ２ さわやかで清潔なまちづくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

61
美化推進モデ
ル地区におけ
る取組の支援

美化推進モデル地区
に対し、清掃や条例
啓発等の美化活動に
必要な支援をしま
す。

美化推進モデル地区に対
し、清掃や条例啓発等の美
化活動に必要な支援をし
ます。

①

地区からの依頼に基づき、
清掃活動に係わる消耗品
の提供やクリーンひらつか
指導員を派遣し、美化活動
の支援を行います。

美化推進モデル地区への
消耗品の提供、クリーンひ
らつか指導員の派遣を実
施しました。

地区からの依頼に基づき、
清掃活動に係わる消耗品
の提供やクリーンひらつか
指導員を派遣し、美化活動
の支援を行います。

62

清潔なまちづ
くりに向けた
普及啓発の実
施

まちぐるみ大清掃や
美化キャンペーンを
通じて、美化意識の
啓発を行います。

まちぐるみ大清掃や美化
キャンペーンを通じて、美
化意識の啓発を行います。

①

5月にまちぐるみ大清掃を
実施し、その他５月、７月、
９月の美化キャンペーンは
新型コロナウイルス感染症
の影響により中止します。

5月のまちぐるみ大清掃
は実施し、その他５月、７
月、９月の美化キャンペー
ンは中止しました。

11月のまちぐるみ大清掃
は実施、12月の美化キャ
ンペーンは内容を一部変
更して実施します。

63
野良猫による
生活被害軽減
策の実施

野良猫の不妊去勢手
術を実施することを
支援するとともに、
市民団体との協働で
地域猫活動に取り組
みます。

野良猫の不妊・去勢手術に
対して補助金を交付しま
す。野良猫問題が発生して
いる地域で、地域猫活動な
ど解決に向けた取組を促
します。

①

野良猫の不妊・去勢手術に
対して補助金を交付しま
す。野良猫問題が発生して
いる地域で説明会を実施
します。

オス86匹、メス118匹の
野良猫の不妊・去勢手術に
対して補助を行いました。
野良猫問題が発生してい
る地域で、ボランティアの
協力を得て不妊去勢手術
に取り組みました。

野良猫の不妊・去勢手術に
対して補助金を交付しま
す。野良猫問題が発生して
いる地域で説明会を実施
します。

64
飼い主への意
識啓発

犬猫の新しい飼い主
を探す譲渡会や飼い
主のマナー講習会を
開催します。

犬猫の譲渡会と犬の飼い
主を対象としたマナー教室
を開催します。

①
犬猫の譲渡会を実施しま
す。

犬猫の譲渡会を計画し、
10月8日（土）開催としま
した。

犬の飼い主を対象とした
マナー教室を開催します。

①　さわやかで清潔
なまちづくりの推進

②　ペットと人が快
適に共生するまちづ
くりの推進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の項目 ３ 平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

65

景観計画及び
景観条例に基
づく取組の推
進

景観計画や景観条例
を、より一層周知す
るとともに、良好な
景観形成に寄与する
市民団体の活動を推
進するため、職員派
遣などの支援をしま
す。また、公共空間の
質の向上やまちの魅
力を高める景観形成
を誘導するため、建
築物や工作物等に対
して、景観ガイドライ
ンや公共施設景観ガ
イドラインに基づき
指導・助言を行いま
す。

景観計画や景観条例を、よ
り一層周知するとともに、
良好な景観形成に寄与す
る市民団体の活動を推進
するため、職員派遣や事務
手続き等のの支援を行い
ます。また、公共空間の質
の向上やまちの魅力を高
める景観形成を誘導する
ため、建築物や工作物等に
対して、景観ガイドラインや
公共施設景観ガイドライン
に基づき指導・助言を行い
ます。

①

景観計画や景観条例を、よ
り一層周知するとともに、
良好な景観形成に寄与す
る市民団体の活動を推進
するため、職員派遣や事務
手続き等の支援を行いま
す。また、公共空間の質の
向上やまちの魅力を高め
る景観形成を誘導するた
め、建築物や工作物等に対
して、景観ガイドラインや公
共施設景観ガイドラインに
基づき指導・助言を行いま
す。

景観計画や景観条例を、よ
り一層周知するとともに、
良好な景観形成に寄与す
る市民団体の活動を推進
するため、職員派遣や事務
手続き等の支援を行いま
した。また、公共空間の質
の向上やまちの魅力を高
める景観形成を誘導する
ため、建築物や工作物等に
対して、景観ガイドラインや
公共施設景観ガイドライン
に基づき指導・助言を行い
ました。

景観計画や景観条例を、よ
り一層周知するとともに、
良好な景観形成に寄与す
る市民団体の活動を推進
するため、職員派遣や事務
手続き等の支援を行いま
す。また、公共空間の質の
向上やまちの魅力を高め
る景観形成を誘導するた
め、建築物や工作物等に対
して、景観ガイドラインや公
共施設景観ガイドラインに
基づき指導・助言を行いま
す。

66
建築協定制度
の導入促進

開発事業に対する事
前相談時に制度のＰ
Ｒを実施するととも
に、土地所有者への
理解を得ながら住み
よいまちづくりの促
進を図ります。

開発事業に対する事前相
談時に制度のＰＲを実施す
るとともに、土地所有者へ
の理解を得ながら住みよ
いまちづくりの促進を図り
ます。

③

開発事業に対する事前相
談時やホームページにおい
て建築協定制度について
のPRを行います。

ホームページにおいて建築
協定制度についてのPRを
行いましたが、制度を利用
するような大規模な開発
の事例はありませんでし
た。

開発事業に対する事前相
談時やホームページにおい
て建築協定制度について
のPRを行います。

67

屋外広告物の
掲出に関する
規制･指導の実
施

平塚市屋外広告物条例
に基づき、屋外広告物
を設置している事業者
等に対して、広告物の
適正な表示及び安全点
検の実施について啓
発・指導を行います。ま
た、不適合物件への是
正指導及び未申請物件
の申請促進を実施しま
す。
除却協力員（MKO）と
の協力により、違反広告
物の除却活動を市内の
各地域で実施します。

平塚市屋外広告物条例に
基づき、屋外広告物を設置
している事業者等に対し
て、広告物の適正な表示及
び安全点検の実施につい
て啓発・指導を行います。
また、引き続き不適合物件
への是正指導及び未申請
物件の申請促進を実施し
ます。除却協力員（MKO）
との協力により、違反広告
物の除却活動を実施しま
す。

①

平塚市屋外広告物条例に基づ
き、屋外広告物を設置してい
る事業者等に対して、広告物
の適正な表示及び安全点検の
実施について啓発・指導を行
います。また、不適合物件への
是正指導及び未申請物件の申
請促進を実施します。
また、職員のみでの違反広告
物の除却活動を七夕の会場と
なる中心市街地にて実施しま
す。

平塚市屋外広告物条例に基づ
く許可事務を通じて、屋外広
告物を設置している事業者等
に対し、広告物の適正な表示
及び安全点検の実施につい
て、啓発・指導を行いました。
また、不適合物件への是正指
導及び未申請物件の申請促進
を、随時実施しました。
また、職員のみでの違反広告
物の除却活動を七夕前の６月
中旬七夕の会場となる中心市
街地にて実施しました。

平塚市屋外広告物条例に基づ
き、屋外広告物を設置してい
る事業者等に対して、広告物
の適正な表示及び安全点検の
実施について啓発・指導を行
います。また、不適合物件への
是正指導及び未申請物件の申
請促進を実施します。
また、12月に３年ぶりに「さわ
やかで清潔なクリーンキャン
ペーン」を開催する予定であ
り、別に上半期とは別地域に
て職員のみでの違反広告物の
除却活動を実施します。

令和４年度

①　平塚らしい景観
のあるまちづくりの

推進

実施状況施策の内容 № 個別施策
５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

①　平塚らしい景観
のあるまちづくりの
推進

68
花の名所づく
り

相模川における花畑
の管理を、市民ボラ
ンティア等とともに
進めます。

花の名所箇所数
13箇所 ①

花畑などの管理をボラン
ティア等とともに進め、今
ある花の名所がより良い
ものになるように花の名
所づくりに取り組みます。

花畑などの管理をボラン
ティア等とともに進め、今
ある花の名所がより良い
ものになるように花の名
所づくりに取り組みまし
た。

花畑などの管理をボラン
ティア等とともに進め、今
ある花の名所がより良い
ものになるように花の名
所づくりに取り組みます。

69
平塚八景の活
用

平塚の代表的な景
色・景観である平塚
八景を貴重な観光資
源として活用するた
め、様々な情報発信
を行います。また、多
くの人に親しまれ、
訪れてもらうための
環境づくりを進めま
す。

平塚八景を観光資源とし
て活用するため、様々な情
報発信を行います。また、
ハイキングコースなどの環
境づくりを進めるため、危
険個所の修繕などを行い
ます。

①

平塚八景を観光資源とし
て活用するため様々な情
報発信を行います。また、
ハイキングコースなどの環
境づくりを進めるため、危
険箇所の修繕などを行い
ます。

観光協会を通じて平塚八
景の情報発信を行いまし
た。また、ハイキングコース
の施設の点検を行うなど、
危険個所の確認を行い、
危険箇所の修繕などを行
いました。

平塚八景を観光資源とし
て活用するため様々な情
報発信を行います。また、
ハイキングコースなどの環
境づくりを進めるため、危
険箇所の修繕などを行い
ます。

70
歴史的・文化的
資源の保存と
活用

旧横浜ゴム平塚製造
所記念館で講座や音
楽演奏会、同館利用
団体による活動発表
会等を実施し、保存・
活用事業を進めてい
くとともに、バラ等
の維持管理により、
自然と調和した景観
のある施設づくりを
行います。

旧横浜ゴム平塚製造所記
念館で指定管理による運
営管理を実施し、民間の手
法での活用事業やバラ等
の維持管理の他、講座や音
楽演奏会、同館利用団体に
よる活動発表会等を実施
し、保存・活用事業を進め
ていくとともに、自然と調
和した景観のある施設づく
りを行います。

①

緑化まつり関連事業、春の
バラフェスタ、音楽のおく
りもの、七夕まつり関連事
業、各種コンサートなどの
活用事業進めていくと共
に、庭園の維持管理を実
施し、自然と調和した景観
のある施設づくりを行い
ます。

旧横浜ゴム平塚製造所記
念館で、４月の緑化まつり
関連事業は中止となりま
したが、５月の音楽のおく
りもの（２日間　257人）
や毎月１回の全館解放事
業、コンサートなどの事業
を実施し資源の活用を図
りました。また、庭園の約
200本のバラを活かし、５
月の開花に合わせて春の
ばらフェスタ（２日間
241人）を開催し、記念館
をバラの拠点として活用し
ました。

秋のバラフェスタ、音楽の
おくりもの、施設利用団体
発表の場であるクリスマス
フェスタ、文化・歴史講座
などの活用事業及び庭園
の維持管理を行い、自然
と調和した景観のある施
設づくりを行います。

71
社寺林や屋敷
林など歴史あ
る緑の保全

地区計画等が定めら
れる際などに、既存
の樹林地の保全に関
する事項を定めるな
ど、保全促進を図り
ます。

条例に基づく保全樹等の
保護事業を推進します。 ①

地区計画等が定められる
際の緑化の考え方を整理
するとともに、条例に基づ
く保全樹等の保護事業を
推進します。

既存緑地の現状を踏まえ、
保全策について活用でき
る制度の確認をおこなっ
た。また、保全樹管理者へ
奨励金を交付しました。

地区計画等が定められる
際の緑化の考え方を整理
します。また、保全樹等の
枯損や倒木を未然に防ぐ
ため、樹木医診断を実施し
ます。

令和４年度

実施状況

②　平塚八景や歴史
的・文化的資源の保
全と活用

施策の内容 № 個別施策
５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画
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施策の柱 ３－２ 環境共生型のまちをつくります 

施策の項目 １ 環境共生モデル都市の形成 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

72

土地区画整理
組合による土
地区画整理事
業並びに地域
住民と連携し
たまちづくり
の推進

土地区画整理組合と
連携し、環境共生の
まちづくりにおける
取組などの検討を進
めるとともに、神奈
川県と連携し、地元
住民や学識経験者、
立地企業によるツイ
ンシティ大神地区タ
ウンマネジメント連
絡会議等において検
討を行います。

土地区画整理事業の進捗
率：80％ ①

土地区画整理組合と連携
し、環境共生のまちづくり
における取組などの検討
を進めるとともに、神奈川
県と連携し、地元住民や学
識経験者等による環境と
共生するまちづくり検討会
等において検討を行いま
す。

土地区画整理組合と連携
し、環境共生のまちづくり
における取組などの検討
を進めるとともに、立地企
業、地元住民や学識経験
者等によるツインシティ大
神地区タウンマネジメント
連絡会議において検討を
行いました。

土地区画整理組合と連携
し、環境共生のまちづくり
における取組などの検討
を進めるとともに、神奈川
県と連携し、地元住民や学
識経験者等による環境と
共生するまちづくり検討会
等において検討を行いま
す。

73

ツインシティに
おける公共交
通の利用促進
の検討

神奈川県など関係機
関と協議や調整を図
り、環境共生のまち
づくりの実現に向け
て取り組みます。

関係機関と協議や調整を
図り、環境共生のまちづく
りの実現に向けて取り組み
ます。

①
関係機関と協議や調整を
図り、環境共生のまちづく
りの実現に向けて、ツイン
シティの整備を推進しま
す。

関係機関と個別協議や調
整を図り、トランジットセン
ターや幹線道路の整備を
進めました。

関係機関と協議や調整を
図り、環境共生のまちづく
りの実現に向けて、ツイン
シティの整備を推進しま
す。

74

ツインシティに
おける環境共
生の取り組み
の推進

「ツインシティ大神地
区まちづくりガイド
ライン」に基づき、土
地区画整理組合や立
地企業などと協議や
調整を図り、クリーン
エネルギーの活用、
積極的な緑化、雨水
の再利用など環境共
生の取り組みを進め
ます。

土地区画整理組合や立地
企業などと協議や調整を
図り、クリーンエネルギー
の活用、積極的な緑化、雨
水の再利用など環境共生
の取り組みを進めます。

①

土地区画整理組合や立地
企業などと協議や調整を
図り、クリーンエネルギー
の活用、積極的な緑化、雨
水の再利用など環境共生
の取り組みを進めます。

土地区画整理組合や立地
企業などと協議や調整を
図り、クリーンエネルギー
の活用、積極的な緑化、雨
水の再利用など環境共生
の取り組みを進めました。

土地区画整理組合や立地
企業などと協議や調整を
図り、クリーンエネルギー
の活用、積極的な緑化、雨
水の再利用など環境共生
の取り組みを進めます。

75

ツインシティに
おけるクリーン
エネルギーや
家庭用燃料電
池の導入検討

住宅街区において、
ZEH導入の補助金
を拡充するなど、
ZEH住宅促進に取
り組みます。

【都市整備課】
住宅街区において、ZEH
導入の補助金を拡充する
など、ZEH住宅促進に取
り組みます。

【環境政策課】
土地利用整理組合の広報
紙へZEH建設に対する助
成制度の記事を掲載し、制
度を周知し、ZEH建設の
促進を図ります。

①

【都市整備課】
土地区画整理組合の広報
紙へZEH建設に対する助
成制度の記事を掲載する
など、制度を周知し、ZEH
建設の促進を図ります。

【環境政策課】
住宅街区において、ZEH
導入の補助金を拡充する
など、ZEH住宅の促進に
取り組みます。

【都市整備課】
土地区画整理組合の広報
紙へＺＥＨ建設に対する助
成制度の記事を掲載する
など、制度を周知し、ZEH
建設の促進を図りました。

【環境政策課】
住宅街区において、ZEH
導入の補助金を拡充する
など、ZEH住宅促進に取
り組みます。

【都市整備課】
土地区画整理組合の広報
紙へＺＥＨ建設に対する助
成制度の記事を掲載する
など、制度を周知し、ZEH
建設の促進を図ります。

【環境政策課】
住宅街区において、ZEH
導入の補助金を拡充する
など、ZEH住宅促進に取
り組みます。

①　ツインシティの
形成に向けた取組の
推進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の項目 ２ 交通の円滑化の推進 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

76
バス交通の整
備促進

神奈川県地域交通
研究会において、バ
ス交通の充実や生
活路線の運行確保
等について調査・検
討を行います。
バス停上屋設置に
対する支援策につ
いて、バス事業者と
の調整に取り組み
ます。新たなバス停
付近の駐輪場等の
設置に向けて検討
します。
情報提供の強化と
して、バス事業者と
連携して、バスマッ
プを配布します。

神奈川県地域交通研究会
において、バス交通の充実
や生活路線の運行確保等
について情報収集を行い
ます。
また、民間事業者と連携し
た上屋の整備やバスマッ
プの周知等に、バス事業者
と協働で取り組みます。

①

神奈川県地域交通研究会
において、バス交通の充実
や生活路線の運行確保等
について情報収集を行い
ます。
また、ツインシティ大神地
区に整備予定であるトラン
ジットセンター内のバス停
上屋設置に向けて、関係課
及び広告事業者と調整を
進めます。
さらに、バスマップの周知
等に、バス事業者と協働で
取り組みます。

神奈川県地域交通研究会
からの調査に基づき、コ
ミュニティ交通に関する課
題等について県内自治体
間で情報交換しました。
また、ツインシティ大神地
区に整備されるトランジッ
トセンター内のバス停上屋
設置に向けて、関係課及び
広告事業者と調整を進め
ました。
さらに、公共施設におい
て、バスマップの配架を行
いました。

対面式の神奈川県地域交
通研究会に参加し、コミュ
ニティ交通に関する意見
交換を行います。
ツインシティ大神地区に整
備されるトランジットセン
ター内に、事業者の協力を
得て、連節バスにも対応で
きるバス停上屋を設置し
ます。
新たなバス停付近駐輪場
の整備を進めます。

77
道路の新設・改
良

幹線道路の整備に
取り組みます。

八幡愛甲線の用地取得な
ど、幹線道路の整備に向け
て事業を進めます。

①
八幡愛甲線の用地取得に
向け、地権者や関係機関と
の折衝を行い、事業進め
ます。

八幡愛甲線の地権者との
折衝を行い、用地売買契
約を締結しました。

八幡愛甲線の用地取得に
伴う補償契約の締結に向
け、引き続き地権者との折
衝を行います。

78
鉄道交通の整
備促進

神奈川県鉄道輸送
力増強促進会議に
参加し、鉄道混雑の
緩和や新規鉄道の
平塚駅乗り入れな
どの実現に向け、商
業関係者と連携し
ながら、鉄道事業者
に対して要望活動
を実施します。

神奈川県鉄道輸送力増強
促進会議の総会において、
鉄道混雑の緩和や新規鉄
道の平塚駅乗り入れなど
の実現に向け、関係機関に
要望活動を引き続き実施
します。

①

神奈川県鉄道輸送力増強
促進会議の部会等におい
て、鉄道混雑の緩和や新規
鉄道の平塚駅乗り入れな
どの実現に向け、市内関係
団体や庁内部署と連携し、
要望内容の調整を進めま
す。

神奈川県鉄道輸送力増強
促進会議の部会等におい
て、鉄道混雑の緩和や新規
鉄道の平塚駅乗り入れな
どの実現に向け、市内関係
団体や庁内部署と連携し、
要望内容を作成しました。

神奈川県鉄道輸送力増強
促進会議の総会において、
鉄道混雑の緩和や新規鉄
道の平塚駅乗り入れなど
の実現に向け、関係機関に
要望活動を実施します。

①　交通による環境
負荷の低減

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

79
自転車通行帯
の整備

平塚市自転車活用
推進計画に基づき、
自転車走行環境を
整備します。

平塚駅３㎞圏の
自転車ネットワーク整備
率：61％

①

平塚山下線や平塚大磯海
岸線などの自転車通行帯
の整備に向け、関係機関と
の協議や工事の発注業務
を進めます。

平塚山下線や平塚大磯海
岸線などの自転車通行帯
の整備工事を発注しまし
た。

平塚山下線や平塚大磯海
岸線などの自転車通行帯
の整備を順次進めていき
ます。

80 駐輪場の整備

駅南側の駐輪場に
ついては、「平塚市
自転車活用推進計
画」に基づき、駐輪
場の新設や既存駐
輪場の改修を検討
しつつ、駐輪需要に
見合った整備に向
けて取り組みます。

自転車等利用マナー向上
の啓発事業を継続すると
ともに、放置自転車等の撤
去を徹底します。
また、駅南側の駐輪場につ
いては、既存駐輪場の改修
を進めます。

①

自転車等利用マナー向上
の啓発事業を継続すると
ともに、放置自転車等の撤
去徹底を実施します。
また、平塚市まちづくり財
団において、令和４年度中
に駅南側「八重咲町第２駐
輪場」の改修を進めます。
さらに、令和５年度に「代
官町第１駐輪場」の改修工
事を実施するため、令和４
年９月から改築工事実施
設計委託を実施します。

自転車等利用マナー向上
の啓発事業を継続すると
ともに、放置自転車等の撤
去徹底を実施しました。
また、駅南側「八重咲町第
２駐輪場」の改修工事を開
始しました。
さらに、「代官町第１駐輪
場」の改築工事実施設計
委託しました。

自転車等利用マナー向上
の啓発事業を継続すると
ともに、放置自転車等の撤
去徹底を引き続き実施し
ます。
また、令和４年度中に駅南
側「八重咲町第２駐輪場」
の改修を完了させます。
さらに、桃浜町駐輪場の利
便性向上を図るため、駐
輪ラックを撤去して定期利
用者が自由に駐輪できる
よう変更します。

③交通の分散と円
滑化

81
新しい公共交
通システムの
検討

新しい公共交通シ
ステムの導入及び
既存バス路線の拡
充について、まちづ
くりの進捗に合わ
せて検討します。

大型商業施設の開業に併
せた既存の路線バス拡充
に向け、バス事業者や道路
管理者及び交通管理者と
連携して進めます。

①

新しい公共交通として、環
境負荷の低い電気バスの
導入に向けて、路線バス事
業者と協議します。
また、大型商業施設の開
業に併せた既存の路線バ
ス拡充に向け、バス事業者
や道路管理者及び交通管
理者と協議します。

新しい公共交通として、環
境負荷の低い電気バスの
導入に向けて、路線バス事
業者と協議しました。
また、既存の路線バス拡充
に向け、バス事業者や道路
管理者及び交通管理者と
協議しました。
さらに、中間停留所につい
て検討しました。

南北都市軸を運行する路
線バスに、新しい公共交通
として、電気バスを導入し
ます。
また、大型商業施設の開
業に併せた既存の路線バ
ス拡充に向け、引き続き関
係機関と協議します。
さらに、中間停留所の設置
について、バス事業者と協
議します。

令和４年度

②　自転車の利用し
やすいまちづくり

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況施策の内容 № 個別施策
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施策の柱 ３－３ 気候変動に適応したまちをつくります 

施策の項目 １ ヒートアイランド対策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

82
建物等の緑化
の促進

有効な建物等の緑化
策について検討し、
導入を推進します。

有効な建物等の緑化策に
ついて情報収集を行いま
す。

①
有効な建物等の緑化策に
ついて情報収集を行いま
す。

建築物の壁面緑化等の有
効な緑化策について情報
取集をしました。

引き続き、先進事例等を
収集し、事業へ活かしま
す。

83
身近な公園整
備の推進（再
掲）

みどりのネットワー
クの拠点となる都市
公園の整備を推進し
ます。

既存の都市公園を適正に
管理し、必要に応じて樹木
等の捕植を行います。

①

既存の都市公園を適正に
管理し、必要に応じて樹木
等の捕植を行います。

既存の都市公園の樹木が
健全に生育できるよう整
姿・剪定等を実施しまし
た。また、既存の都市公園
に樹木等の補植を行いま
した。

既存の都市公園を適正に
管理し、必要に応じて樹木
等の捕植・剪定等を行いま
す。

84
人工排熱の抑
制に向けた普
及啓発の実施

ヒートアイランド現象
に関する普及啓発を
実施します。

一部公共施設でグリーン
カーテンを設置します。 ①

壁面緑化の普及啓発のた
め、クールシェアスポット
などに、つる性植物の設置
や種の配付に取り組みま
す。

八幡山の洋館にみどりの
カーテンを設置するなど、
壁面緑化等の普及啓発に
取り組みました。

壁面緑化等の普及啓発の
さらなる促進方法を検討
します。

85
クール・タウン
の普及啓発の
実施

みどりのカーテンコ
ンテストを実施しま
す。

みどりのカーテンコンテス
トを実施し、入賞作品を展
示して、みどりのカーテン
の普及促進を行います。
【応募目標33件】

①

みどりのカーテンコンテス
トを実施します。

みどりのカーテンコンテス
トを実施し、23件の応募
がありました。

入賞作品の展示を行いみ
どりのカーテンを普及さ
せるとともにコンテスト参
加者をさらに増やすため
の検討を行います。

①　ヒートアイランド
対策の推進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の項目 ２ 風水害対策の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

86
防災意識の向
上

各種ハザードマップ
を用いた「マイ・タイ
ムライン」の普及、啓
発による防災意識の
向上を図ります。

防災啓発動画再生回数
155,000回 ①

事業紹介の動画を作成し
ます。
また、防災啓発時期に合わ
せた、既存動画の視聴を
促します。

防災啓発動画再生回数
144,920回

新たな啓発動画を公開し
ます。
また、防災啓発時期に合わ
せた既存動画の視聴を促
します。

87
災害情報の提
供

ほっとメールひらつ
か（地震風水害情報）
の登録者数の向上を
図ります。

ほっとメールひらつかの
登録者数10,500人を目
指します。

①
訓練や窓口等で周知啓発
を行い、登録者数向上を
図ります。

令和４年４月から令和４年
９月にかけて約90名増加
（登録者数は10,244人）
しており、目標の10,500
人に近づいております。

上半期同様、訓練や窓口
等で周知啓発を行い、登
録者数の向上を図ります。

88
土のうステー
ション等の整
備

土のうステーション・
フラップゲートの設
置や管路の築造工事
等を実施します。

総合浸水対策第２次実施
計画に基づき進めます。 ①

土のうステーションの設置
に向け、地元調整を開始し
ます。フラップゲートの設
置、管路の築造工事に着
手します。

地元調整を開始し、継続し
て実施しています。管路の
築造工事及びゲートの設
置に向けた基本検討に着
手しました。

地元調整を取り纏め、土の
うステーションを設置しま
す。管路の工事竣工とゲー
トの設置に向けた関係者
間協議を進め、詳細の検
討に向けた準備を進めま
す。

89
総合的な浸水
対策

浸水しないまちづく
りの実現に向けて、
構想づくりを進めま
す。

総合浸水対策第３次実施
計画の策定に着手します。 ①

総合浸水対策第３次実施
計画の策定に着手し、基礎
調査、検証を開始します。

策定に向け、基礎調査、検
証を開始しました。

令和５年度の策定に向け、
調査の結果、検証結果等
の取り纏めを行います。

①　防災対策の推進

②　浸水対策の推進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の項目 ３ 熱中症対策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

90
熱中症予防に
関する情報発
信の実施

効果的な熱中症予防
行動を促す情報発信
を行います。

熱中症予防に関する人材
を25人育成します。 ①

熱中症警戒アラート発令
期間中に、ほっとメールひ
らつか、市公式LINEアカ
ウント、防災行政無線など
で、熱中症対策やアラート
関連情報を流し、広く市民
に周知します。

期間中に、左記の手段以
外に広報ひらつかで特集
を組んだり、各課の事業を
通し、繰り返し市民に周知
しました。また、企業と連
携し、情報弱者である地域
の高齢者に対しても移動
販売車を通じて、広報活動
を実施しました。

11月20日に今年度の熱
中症発生状況及び各課の
取り組みの評価を実施し
ます。

91
熱中症予防へ
の意識啓発

適切な熱中症予防の
ため講習会を開催し
ます。

熱中症対策講習会参加職
員数（関係機関職員含む）
：目標50人（累計）

①

5月20日に講習会を実施
します。

5月20日に講習会を実施
し、市職員や企業従業員ら
合計24人参加しました。
また、その受講生が職場や
集会においてその知識を
市民に広めました。累積
49人

来年度の実施計画を立案
します。

①　熱中症対策の推
進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策



26 

 

施策の方向 ４ 地球環境保全へ貢献します 

施策の柱 ４－１ 脱炭素社会の実現に向けて取り組みます 

施策の項目 １ 脱炭素社会に対応するライフスタイルの普及促進 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

92

日常生活にお
ける環境への
配慮の取組の
促進

イベント等を通して、
ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥを
推進するとともに、
ひらつかCO2CO2
プランを推進し、日
常生活における環境
配慮の取組を市民に
広げます。

コツコツプランの小中学生
の参加者の割合：45％ ①

ひらつかコツコツプラン小
中学校編を市内の小中学
生に配布し、参加を呼びか
けます。
一般家庭向けのリーフレッ
トを作成し、広く参加を呼
びかけます。

小中学生編は市内の小中
学生に配布し、参加を呼び
かけました。
一般家庭編は宣言型の
リーフレットを作成し、公
共施設への配架や広報紙
への掲載に加え、スタ―ラ
イトアプリからの情報配信
を行い、広く参加を呼びか
けました。

小中学生編はひらつかコ
ツコツプランに参加した小
中学生の報告を取りまと
めます。
一般家庭編は事業所等へ
の協力を依頼し、さらなる
参加を呼びかけます。

93
雨水の有効活
用の促進

雨水貯留槽の設置補
助を実施し、雨水の
有効利用を促進しま
す。

広報紙やＨＰ、LINEや
Twitterを利用してのメッ
セージ配信等で制度を周
知します。雨水利用推進法
で定められている国の財
政上の措置等の動向を注
視し、雨水の有効活用を啓
発します。

①

雨水貯留槽の設置補助を
実施します。

雨水貯留槽購入費補助金
５基
浄化槽転用雨水貯留槽施
設設置工事費補助金　０基

雨水貯留槽の設置補助を
実施します。

94
クール・タウン
の普及啓発の
実施（再掲）

みどりのカーテンコ
ンテストを実施しま
す。

みどりのカーテンコンテス
トを実施し、入賞作品を展
示して、みどりのカーテン
の普及促進を行います。
【応募目標33件】

①
みどりのカーテンコンテス
トを実施します。

みどりのカーテンコンテス
トを実施し、23件の応募
がありました。

入賞作品の展示を行いみ
どりのカーテンを普及さ
せるとともにコンテスト参
加者をさらに増やすため
の検討を行います。

95
クールシェアス
ポットの紹介

公共施設に加え、民
間事業者にも参加を
呼びかけ、クールシェ
アスポットを増やし、
ウェブサイト等で紹
介します。

今年度については、新型コ
ロナウイルス感染症対策を
考慮し、公共施設を中心に
クールシェアスポットとし
てウェブサイト等で紹介し
ます。

①

今年度については、新型コ
ロナウイルス感染症対策
を考慮し、公共施設を中心
にクールシェアスポットと
してウェブサイト等で紹介
します。

ウェブサイトでクールシェ
アスポットを公共施設6施
設及び民間屋外施設を紹
介したほか、チラシを作成
し、イベント等で周知を図
りました。

次年度に向け登録施設を
増やすための検討を行い
ます。

96
ライトダウン
キャンペーンの
実施

ライトダウンキャン
ペーンを実施し、公
共施設や企業の参加
を促します。

ライトダウンキャンペーン
を実施し、公共施設や企業
の参加を促します。

①

公共施設や企業の参加を
促すための検討を行いま
す。

公共施設や企業の参加を
促すための検討を行いま
した。

公共施設や協力企業にポ
スターの掲示を行い、１月
１３日に市内の事業者や各
家庭に同時に消灯を依頼
します。
また、博物館の星を見る会
と同日開催にすることで、
光害（ひかりがい）の問題
についても周知啓発を行
います。

①　脱炭素社会に対
応するライフスタイ
ルの普及促進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の項目 ２ 再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等の導入促進 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

97

再生可能エネ
ルギーや省エ
ネルギー機器
等に関する普
及啓発の実施

市民団体や事業者等
と協力し、イベント等
の開催に合わせて、
再生可能エネルギー
や省エネ機器（燃料
電池やコージェネ
レーション）等の情報
提供を行います。

市民団体や事業者等と協
力し、イベント等の開催に
合わせて、再生可能エネル
ギーや省エネ機器（燃料電
池やコージェネレーション）
等の情報提供を行います。

①

ひらつかＣＯ２ＣＯ２プラ
ン（一般家庭編）の取り組
みメニューとして、再生可
能エネルギーの導入や省
エネ家電への買い替えに
ついて掲載します。

ひらつかＣＯ２ＣＯ２プラ
ン（一般家庭編）の取り組
みメニューとして、再生可
能エネルギーの導入や省
エネ家電への買い替えに
ついて掲載し、市民に啓発
しました。

令和４年度の電力の地産
地消パートナー事業者の
募集します。また、くるりん
まつりにて事業者のパネ
ル展を実施する予定です。

98
高機能住宅の
普及促進

ネット・ゼロ・エネル
ギー・ハウス（ＺＥＨ）
を建築する場合に、
その費用に対し、支
援します。

ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウス（ＺＥＨ）の補助件数
：累計30件

①

ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウス（ＺＥＨ）を建築する
場合に、その費用に対し、
支援します。

ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウス（ＺＥＨ）の補助申請
が3件ありました。

ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウス（ＺＥＨ）を建築する
場合に、その費用に対し、
支援します。

99

事業者のCO２
削減につなが
る設備投資支
援

市内中小企業等の脱
炭素化に向けた生産
設備や、電気自動車
等の導入経費の一部
を補助します。
また、製造業等が事
業所の新増築にあわ
せて設置する、太陽
光発電等の環境配慮
型設備の導入経費の
一部を補助します。

脱炭素化及び生産性の向
上に係る設備導入の支援
件数
32件

①

市内中小企業等の脱炭素
化を促進するため、再生可
能エネルギー設備及び省
エネ設備等の導入を支援
します。

【申請件数】
電気自動車導入補助金：３
件
脱炭素設備補助金：５件

市内中小企業等の脱炭素
化を促進するため、再生可
能エネルギー設備及び省
エネ設備等の導入を支援
するとともに、補助制度の
見直しについて検討しま
す。

100
建築に伴う環
境負荷の低減

法令に基づく指示等
を継続して実施しま
す。

法令等に基づく指示等を
実施します。 ①

法令等に基づく指示等を
実施します。

法令等に基づく指示等を
実施しました。

法令等に基づく指示等を
実施します。

101
防犯街路灯の
ＬＥＤ照明の使
用

防犯街路灯を新規に
設置する際は、ＬＥＤ
照明を採用します。

防犯街路灯を新規に設置
する際は、ＬＥＤ照明を採用
します。

①

防犯街路灯の設置基準に
基づき、地域の要望箇所
にＬＥＤ防犯街路灯を設置
します。

防犯街路灯の設置基準に
基づき、地域の要望箇所
にＬＥＤ防犯街路灯を設置
しました。

防犯街路灯の設置基準に
基づき、地域の要望箇所
にＬＥＤ防犯街路灯を設置
します。

102
道路照明灯の
ＬＥＤ照明の使
用

既存の道路照明灯は
全灯をＬＥＤ化してい
くとともに、今後、新
規に設置する際は、Ｌ
ＥＤ照明を採用しま
す。

新規設置はＬＥＤ照明設備
を採用し、W数の小さい既
設非ＬＥＤ照明については
更新時にＬＥＤ化をしてい
きます。

①

新規設置はＬＥＤ照明設備
を採用し、W数の小さい既
設非ＬＥＤ照明については
更新時にＬＥＤ化をしてい
きます。

器具更新時に14基をＬＥＤ
照明に更新しています。

新規設置はＬＥＤ照明設備
を採用し、W数の小さい既
設非ＬＥＤ照明については
更新時にＬＥＤ化をしてい
きます。

103
環境に配慮し
た電気契約の
推進

一般家庭における再
生可能エネルギーの
導入や二酸化炭素排
出量の少ない電力へ
の切替を関係機関と
連携して進めます。

電気使用量を令和３年度
比で1.0％削減、CO２排
出量を令和２年度実績を
維持し、公用車の燃費実績
の向上、ぺーパーレス化の
推進に取り組みます。

①

ひらつかＣＯ２ＣＯ２プラ
ン（一般家庭編）の取り組
みメニューの１つとして、
再生可能エネルギーの導
入について掲載します。

ひらつかＣＯ２ＣＯ２プラ
ン（一般家庭編）の取り組
みメニューの１つとして、
再生可能エネルギーの導
入について掲載し、市民に
啓発しました。

令和４年度の電力の地産
地消パートナー事業者の
募集します。また、くるりん
まつりにて事業者のパネ
ル展を実施する予定です。

①　一般家庭や事業
者への再生可能エネ
ルギーや高効率な省
エネルギー機器等の
導入促進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

②　環境に配慮した
事業活動の普及

104

電気自動車盗
の次世代自動
車に関する普
及促進の実施

電気自動車など、ク
リーンエネルギー自
動車の普及を促進し
ます。

ひらつか環境フェアにて、
電気自動車の普及促進に
関するイベントを開催しま
す。

①
ひらつか環境フェアにて、
電気自動車の普及促進に
関するイベントを開催しま
す。

ひらつか環境フェアにて、
電気自動車による給電デ
モ及び試乗によるプロパイ
ロットパーキングのイベン
トを開催しました。

今年度の実施内容をホー
ムページ等で周知するとと
もに、来年度の事業検討を
行います。

105
路線バス電動
化の促進

市内を運行する路線
バス事業者に対し、
電気バスの導入を支
援します。

電気バスを導入する路線
バス事業者に対して補助
金を交付します。

①
路線バス事業者に電気バ
スの導入に関する補助事
業開始を周知し、補助金交
付申請の受付を開始しま
す。

路線バス事業者から、１件
の電気バス導入支援補助
金交付申請書が提出され
ました。

脱炭素社会の実現に向け
た取組を推進するため、補
助制度を改正し、路線バス
事業者に電気バスの追加
導入を促します。

106
電気自動車の
充電設備の設
置

公共施設に電気自動
車の充電設備を設置
します。

新たに公共施設に電気自
動車の充電設備の設置を
検討します。

①
新たに公共施設に電気自
動車の充電設備の設置を
検討します。

本庁舎以外の市施設にお
いて、具体的な充電設備
の設置検討を行い、補正
予算化を誘導しました。

庁用自動車の使用を見据
えた充電設備だけでなく、
供用可能な充電設備の設
置について、引き続き検討
を行います。

107
ＥＶシェアリン
グの検討

EVの利活用のため、
シェアリングの検討
を進めます。

公用車のＥＶシェアリング
について検討します。 ①

公用車のＥＶシェアリング
について検討します。

地域脱炭素プラットフォー
ムにて公用車のＥＶシェア
リングについて情報収集し
ました。

地域脱炭素プラットプラッ
トフォームのオンライン説
明会を車両所管課の庁舎
管理課と共に視聴し、情報
収集します。

108
水素ステーショ
ンの検討

水素ステーション設
置の実現に向け、課
題を整理し、事業ス
キームを研究します。

水素ステーション設置に向
けた研究の一環として、新
技術等の情報収集を行い
ます。

①
環境省主催研修等を通し
て、水素ステーションにつ
いて研究します。

環境省主催研修等を通し
て、水素ステーションにつ
いて情報収集しました。

環境省主催研修等を通し
て、水素ステーションにつ
いて研究します。

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

109
再生可能エネ
ルギーの利活
用

地域新電力会社の設
立をはじめ、再生可
能エネルギーの地産
地消による有効活用
できる仕組みの研究
を進めます。

再生可能エネルギーの地
産地消による有効活用で
きる仕組みの研究を進め
ます。

①

再生可能エネルギーの地
産地消による有効活用で
きる仕組みの研究を進め
ます。

環境省主催研修等を通し
て、地域における再生可能
エネルギーの活用につい
て情報収集しました。

環境省主催研修や地産地
消パートナーとの意見交
換を通して、地域における
再生可能エネルギーの活
用について情報収集しま
す。

110
一定区域での
電気消費実質
ゼロの検討

民生部門における電
力消費に伴う二酸化
炭素排出が実質ゼロ
となる区域の実現に
向けた検討を進めま
す。

「地域脱炭素ロードマップ」
にある脱炭素先行地域づ
くりの申請に向けた事業計
画の検討を進めます。

①

ゼロカーボン庁内推進会
議及びワーキング会議を
設置し、横断的な組織を立
ち上げ脱炭素先行地域づ
くりに向けて検討を行いま
す。

ゼロカーボン庁内推進会
議及びワーキング会議を
設置し、脱炭素先行地域づ
くりに向けて検討を行いま
した。

本市に脱炭素に係る課題
に沿った脱炭素施策を推
進していくため、庁内関係
各課と連携して検討を行
います。

111
ごみの焼却に
伴う余熱利用
の推進

環境事業センターか
ら余熱利用施設に熱
供給をします。

環境事業センターから余熱
利用施設に熱供給をしま
す。

①
環境事業センターから余
熱利用施設に熱供給をし
ます。

環境事業センターから余
熱利用施設に熱供給しま
した。

環境事業センターから余
熱利用施設に熱供給をし
ます。

112 廃棄物発電

環境事業センターの
焼却熱を利用した発
電を行い、施設にて
電気を使用するとと
もに、余剰分を売電
します。

環境事業センター運営事
業者が発電余剰分を売電
します。

①

環境事業センター運営事
業者が発電余剰分を売電
します。

発電余剰分として、
12,102,342kWhの電
力を売電しました。

環境事業センター運営事
業者が発電余剰分を売電
します。

113
廃棄物発電を
利活用

廃棄物発電の利活用
によるEV充電の事
業スキームを構築し
ます。

【環境政策課】
廃棄物発電の利活用によ
るEV充電の事業スキーム
を構築します。

【収集業務課】
担当課で連携し、廃棄物発
電の利活用によるEV充電
の事業スキームを構築しま
す。

①

【環境政策課】
昨年度実施したＦＳ調査の
結果を踏まえ、廃棄物発電
の利活用によるEV充電の
事業スキームに係る詳細
検討を行います。

【収集業務課】
EVパッカー車への廃棄物
発電の利活用を想定した
事業スキームを構築しま
す。

【環境政策課】
ＳＰＣやプラントメーカー
と協議を行うことにより、
必要な工事内容の詳細や
運用上の課題を共有しま
した。

【収集業務課】
令和６年度に２台のEV
パッカー車を導入する事
業スキームを構築しまし
た。

【環境政策課】
来年度の補助金申請を見
据え、スキームを確定する
とともに、必要経費の算出
を行います。

【収集業務課】
EVパッカー車の視察、最
新車両の調査・研究を行
います。

114

地域資源を活
用した新産業
（波力発電関連
分野）の創出

波力発電の産業化を
目指し、市内企業等
と波力発電の普及を
目指します。

波力発電の共同研究を支
援すると共に、平塚での次
の波力発電所の設置に向
けた検討を関係機関等と
進めます。

①

波力発電の共同研究を進
めるため、ヤフー株式会社
が公募する企業版ふるさ
と納税へ応募します。共同
研究では、平塚での次の
波力発電所設置に向けた
検討を進めます。

波力発電の取組が認めら
れ、ヤフー株式会社から企
業版ふるさと納税として２
回目の寄附を受けました。
共同研究では、新しい波力
発電の技術的な検討を進
めました。

波力発電の共同研究を補
助するとともに、次の波力
発電所設置に向け、より詳
細な検討を進めます。

115
産学との共同
研究

産学との共同研究へ
の支援をはじめ、あ
らゆる施策を検討し
ます。

【産業振興課】
脱炭素に関する共同研究
を支援すると共に、地域産
業の活性化を図ります。

【環境政策課】
脱炭素に関する共同研究
を支援すると共に、あらゆ
る施策を検討します。

①

【環境政策課】
関係各課と情報共有を図
りながら、企業や大学との
共同研究に係る施策を検
討します。

【産業振興課】
脱炭素に関する共同研究
を支援すると共に、地域産
業の活性化を図ります。

【環境政策課】
関係各課と情報共有を図
り、環境省オンライン講座
等で情報収集し、産学に係
る施策について検討しまし
た。

【産業振興課】
特別支援枠（脱炭素に関す
る研究）２件と一般支援枠
１件の申請を受けました。

【環境政策課】
関係各課と情報共有を図
りながら、企業や大学との
共同研究に係る施策を検
討します。

【産業振興課】
申請を受けた共同研究を
補助するとともに、制度の
見直しを検討します。

令和４年度

③　再生可能エネル
ギー等の地産地消
の推進

④　脱炭素社会へ向
けた技術革新への
支援

令和４年度計画 実施状況施策の内容 № 個別施策
５年間の事業計画
（4年度～8年度）
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施策の項目 ３ 市の事業活動における環境への配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

116
ひらつかエコ
モードの取組
の推進

市の環境配慮活動が
向上するよう、省エ
ネルギーや省資源等
に継続的に取り組み
ます。

電気使用量を令和３年度
比で1.0％削減、CO２排
出量を令和２年度実績を
維持し、公用車の燃費実績
の向上の推進に取り組み
ます。

③

目標達成に向け、節電、省
エネの取組みを推進しま
す。電気使用量を令和３年
度比で1.0％削減、CO２
排出量を令和２年度実績
を維持、公用車の燃費実
績を令和３年度と同等以
上とします。

目標達成に向け、省エネ設
計に関する協議やグルプ
ウェアを活用した各種意識
啓発を行いました。また、
上半期実績での予測値で
は電気使用量の目標値に
及ばない見込みであるこ
とから、周知徹底を行いま
した。

取組を継続するとともに
環境監査を実施し、良い取
組みについては、監査報告
等で水平展開を行います。

117

公共施設の太
陽光発電シス
テム等の再生
可能エネル
ギー、省エネ改
修や、省エネ型
機器の導入検
討、推進

省エネ改修や、省エ
ネ型機器の導入検討
を促進するととも
に、電力の切り替え
と屋根貸し事業第三
者所有モデルによる
太陽光発電など、い
ろいろな導入方策に
ついての調査・研究
を行います。

省エネ改修や、省エネ型機
器の導入検討を促進する
とともに、電力の切り替え
と第三者所有モデルによ
る太陽光発電など、いろい
ろな導入方策についての
調査・研究を行います。

①

公共建築物の整備等事前
協議制度の枠組みの中
で、建築物等の環境性能
に関する協議を行えるよ
うな仕組みを整えます。ま
た、第三者所有モデルによ
る太陽光発電設備の導入
について、調査・研究を行
います。

資産経営課と協議の上、
公共建築物の整備等事前
協議制度において、環境政
策課と協議する仕組みを
整えました。これにより、
設計段階から施設所管課
と環境性能に係る協議を
漏れなく行うことが可能と
なりました。また、太陽光
発電については、庁内や事
業者との協議を行い、導
入スキームの意見交換を
行いました。

公共建築物の整備等事前
協議制後を活用した市施
設の省エネ化を引き続き
誘導していきます。また、
太陽発電設備の導入につ
いては、全庁的に簡易スク
リーニングを行い、導入検
討する施設のウェイト付け
を行います。

118

公共施設にお
ける環境に配
慮した電力調
達契約の推進

公共施設の電力調達
にあたっては、カー
ボンフリーの電力を
調達できるよう、事
業者選定を推進しま
す。

消費電力に対するカーボン
フリーのエネルギー調達の
割合
：30％

③
消費電力に対するカーボ
ンフリーのエネルギー調達
の割合：30％

－

今年度の取組目標に係る
契約については、既に締結
済みであることから、カー
ボンフリー以外の電力の
使用を抑えるよう緩やか
な誘導を行いつつ、来年
度のカーボンフリー電力の
導入拡大について、庁内調
整を行います。

①　市の事業活動に
おける環境への配慮

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の柱 ４－２ 循環型社会の実現に向けて取り組みます 

施策の項目 １ 廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

119
ごみの減量化・
資源化に向け
た普及啓発

家庭系ごみ・事業系
ごみの減量化・資源
化の啓発を広く実施
します。

市民一人一日当たりのご
み排出量：861ｇ ①

回覧チラシ等を通じてご
みの減量化・資源化の啓
発を広く実施します。

ホームページや平塚市ごみ
通信を通じて、ごみの減量
化・資源化の啓発を実施し
ました。

回覧チラシ等を通じてご
みの減量化・資源化の啓
発を広く実施します。

120
使用済小型電
子機器等の資
源化の促進

小型家電回収ＢＯＸ
による回収に加え、
民間の力を活用して
不燃ごみに含まれる
使用済小型電子機器
等（制度対象品目）の
資源化の促進にも取
り組みます。

小型家電回収ＢＯＸによる
回収に加え、民間の力を活
用して不燃ごみに含まれる
使用済小型電子機器等（制
度対象品目）の資源化の促
進に取り組み、さらなる資
源化の施策を推進します。

①

小型家電回収ＢＯＸによる
回収に加え、民間の力を活
用して不燃ごみに含まれ
る使用済小型電子機器等
（制度対象品目）の資源化
の促進に取り組み、さらな
る資源化の施策を推進し
ます。

小型家電回収BOXによる
小型家電の回収を行いま
した。加えて、不燃ごみに
含まれる使用済小型電子
機器等（制度対象品目）を
分別し、認定事業者に引き
渡すことで、資源化の促進
に取り組み、約26トンを
回収しました。

引き続き、小型家電回収
BOXによる小型家電の回
収に加えて、不燃ごみに含
まれる使用済小型電子機
器等（制度対象品目）を分
別し、認定事業者に引き渡
すことで、資源化の促進に
取り組みます。

121
環境にやさし
い店舗づくり
の推進

ごみ減量化・資源化
協力店の活動を促進
します。

ごみ減量化・資源化協力店
の活動を促進します。 ①

ホームページ等を通じて、
ごみ減量化・資源化協力店
の利用促進を行います。

ホームページ等を通じて、
ごみ減量化・資源化協力店
の利用促進を行いました。

ホームページ等を通じて、
ごみ減量化・資源化協力店
の利用促進を行います。

122
食品ロス削減
の推進

県と連携し、市民や
関係団体の取組を積
極的に支援し、まだ
食べられるのに廃棄
される「食品ロス」の
削減を進めます。

県と連携し、市民や関係団
体の取組を積極的に支援
し、まだ食べられるのに廃
棄される「食品ロス」の削
減を進めます。

①

ホームページや平塚市ごみ
通信を通じて、フードロス
削減への取り組み（フード
ドライブ）を推進します。

ホームページや平塚市ごみ
通信を通じて、フードロス
削減への取り組み（フード
ドライブ）を推進しました。

ホームページや平塚市ごみ
通信を通じて、フードロス
削減への取り組み（フード
ドライブ）を推進します。

123
可燃ごみの戸
別収集拡充

可燃ごみの戸別収集
の対象地区を拡充し
ます。

可燃ごみ戸別収集の対象
地区を段階的に拡充しま
す。

①
拡大対象地区の選定、適
切な広報の実施等による
市民周知を行い、下半期
を目途に対象地区を拡充
します。

拡大対象地区の選定、適
切な広報の実施等による
市民周知の徹底を図りま
した。

可燃ごみ戸別収集の対象
地区を段階的に拡充しま
す。

124
プラごみ削減
に向けた普及
啓発

プラスチックごみの
削減に向けた適正処
理の啓発を行いま
す。

【環境政策課】
プラスチックごみの削減に
向けた適正処理の啓発を
行います。

【収集業務課】
担当課で連携し、プラス
チックごみの削減に向けた
適正処理の啓発を行いま
す。

①

【環境政策課】
ホームページや平塚市ごみ
通信等を通じて、プラス
チックごみの適正処理の
啓発を行います。

【収集業務課】
担当課で連携し、プラス
チックごみに係る調査・研
究を行い、適正な分別、啓
発等の検討を行います。

【環境政策課】
ホームページや平塚市ごみ
通信等を通じて、プラス
チックごみの適正処理の
啓発を行いました。

【収集業務課】
他自治体の視察、ごみの
組成調査等、担当課で連
携し、プラスチックごみに
係る調査・研究を行いまし
た。

【環境政策課】
ホームページや平塚市ごみ
通信等を通じて、プラス
チックごみの適正処理の
啓発を行います。

【収集業務課】
担当課で連携し、引き続
き、プラスチックごみに係
る調査・研究を行い、適正
な分別、啓発等の検討を
行います。

125
海洋プラス
チック問題

海洋プラスチック問
題について、県や他
自治体、市民団体等
と連携して、啓発や
清掃活動に取り組み
ます。

海洋プラスチック問題につ
いて、県や他自治体、市民
団体等と連携して、啓発や
清掃活動に取り組みます。

①

【環境政策課】
県や他自治体、市民団体
等と連携して、啓発や清掃
活動に取り組みます。

【環境政策課】
海洋プラスチック問題の
啓発及び清掃活動の一環
として、平塚市ごみ減量化
推進員会が海岸清掃を実
施しました。

【環境政策課】
県や他自治体、市民団体
等と連携して、啓発や清掃
活動に取り組みます。

①　廃棄物の発生抑
制の推進

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

126
剪定枝の有効
利用

剪定枝の予約制各戸
収集を行い、二宮町
ウッドチップセンター
へ搬入し、資源化量
の向上を推進しま
す。

市民にごみの適正排出を
啓発し、剪定枝の戸別収集
を行うことにより、剪定枝
の資源化に努めます。

①

市民にごみの適正排出を
啓発し、剪定枝の戸別収集
を行うことにより、剪定枝
の資源化に努めます。

剪定枝の戸別収集を行
い、資源化に努めました。
また、ごみ分別アプリ「さ
んあ～る」やごみ収集時の
個別周知等で市民に適正
排出を啓発しました。

引き続き、市民にごみの適
正排出を啓発し、剪定枝の
戸別収集を行うことによ
り、剪定枝の資源化に努め
ます。

127
ごみの排出
ルールの徹底
や指導

資源として利用可能
なごみの分別排出を
徹底します。また、減
量化・資源化の意識
づけと必要に応じて
指導・支援を実施し
ます。

ごみの資源化率：27.9％ ①

【環境政策課】
県や他自治体、市民団体
等と連携して、啓発や清掃
活動に取り組みます。

【環境政策課】
海洋プラスチック問題の
啓発及び清掃活動の一環
として、平塚市ごみ減量化
推進員会が海岸清掃を実
施しました。

【環境政策課】
県や他自治体、市民団体
等と連携して、啓発や清掃
活動に取り組みます。

128
焼却残さの資
源化の推進

ごみ焼却施設の焼却
残さを資源化しま
す。

計画通り、ごみ焼却施設焼
却残さを資源化します。 ①

ごみ焼却施設焼却残さを
資源化します。

焼却残さを100パーセン
ト資源化しました。

ごみ焼却施設焼却残さを
資源化します。

129
バイオマス発
電施設の誘致
に向けた検討

バイオマス発電な
ど、再生可能エネル
ギー発電設備の誘致
について、研究を進
めます。

バイオマス発電など、再生
可能エネルギー発電設備
の誘致について、研究を進
めます。

①

地域脱炭素プラットフォー
ムや環境省主催の研修等
を通して、バイオマス発電
等について研究します。

地域脱炭素プラットフォー
ムや環境省主催の研修等
を通して、バイオマス発電
等の先進事例について情
報収集しました。

地域脱炭素プラットフォー
ムや環境省主催の研修等
を通して、バイオマス発電
等について研究します。

130

プラごみ削減
の事業スキー
ム構築に向け
た検討

国等の動向を注視し
ながら、プラスチック
使用製品廃棄物の資
源循環を促進する事
業スキーム構築に向
けた研究を行いま
す。

【収集業務課】
担当課で連携し、国等の動
向を注視しながら、プラス
チック使用製品廃棄物の
資源循環を促進する事業
スキーム構築に向けた研究
を行います。

①

【収集業務課】
担当課で連携し、プラス
チック使用製品廃棄物の
資源循環を促進する事業
スキーム構築に係る調査・
研究を行います。

【収集業務課】
他自治体の視察、ごみの
組成調査等、担当課で連
携し、プラスチック使用製
品廃棄物の資源循環を促
進する事業スキーム構築
に係る調査、研究を行いま
した。

【収集業務課】
担当課で連携し、引き続
き、プラスチック使用製品
廃棄物の資源循環を促進
する事業スキーム構築に
係る調査・研究を行いま
す。

131
広域的なごみ
処理の推進

分別収集区分の統一
に係るマニュアルを
運用し、適正な分別
収集を推進します。

分別収集区分の統一に係
るマニュアルを運用しま
す。

①

分別収集区分の統一に係
るマニュアルを運用しま
す。

マニュアルに基づいた分
別収集を図りました。

分別収集区分の統一に係
るマニュアルの運用を継
続し、必要に応じて改正を
行います。

132
海岸ごみの処
理

公益財団法人かなが
わ海岸美化財団と連
携し、平塚海岸等に
漂着・散乱したごみ
を市施設で処理しま
す。

公益財団法人かながわ海
岸美化財団と連携し、平塚
海岸等に漂着・散乱したご
みを市施設で処理します。

①

公益財団法人かながわ海
岸美化財団と連携し、平塚
海岸等に漂着・散乱したご
みを市施設で処理します。

公益財団法人かながわ海
岸美化財団と連携し、市処
理施設で約79ｔ処理しま
した。

公益財団法人かながわ海
岸美化財団と連携し、平塚
海岸等に漂着・散乱したご
みを市施設で処理します。

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策

②　廃棄物の資源
化・適正処理の推進



33 

 

施策の項目 ２ 不法投棄防止対策の推進 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

133
不法投棄防止
パトロールの
実施

県をはじめとした関
係機関と連携したパ
トロールの実施及び
日常的なパトロール
強化を図り、不法投
棄の防止、早期発見
に努めます。

県をはじめとした関係機
関と連携したパトロールの
実施及び日常的なパト
ロール強化を図り、不法投
棄の防止、早期発見に努め
ます。

①

県をはじめとした関係機
関と連携したパトロールを
上半期に２回実施します。

県をはじめとした関係機
関と連携したパトロールを
上半期に２回実施しまし
た。

県をはじめとした関係機
関と連携したパトロールを
下半期に２回実施すること
に加え、日常的なパトロー
ル箇所の精査を行い、効
果的な対策を検討します。

134
不法投棄防止
に向けた普及
啓発

県をはじめとした関
係機関と協力しなが
ら看板掲出等により
適正排出を啓発しま
す。

県をはじめとした関係機
関と協力しながら看板掲
出等により適正排出を啓
発します。

①

県をはじめとした関係機
関と協力しながら看板掲
出等により適正排出を啓
発します。

県をはじめとした関係機
関と協力しながら53枚の
看板掲出等により適正排
出を啓発しました。

引き続き、県をはじめとし
た関係機関と協力しなが
ら看板掲出等により適正
排出を啓発し、有効的な広
報物の研究を行います。

135
不法投棄物の
追跡調査と回
収

警察をはじめとした
関係機関と連携しな
がら、調査と回収に
取り組みます。

警察をはじめとした関係
機関と連携しながら、調査
と回収に取り組みます。

①

警察をはじめとした関係
機関と連携しながら、調査
と回収に取り組みます。

警察をはじめとした関係
機関と連携しながら、調査
と回収に取り組み、３件の
行為者特定に繋げ、適正に
処理されました。

引き続き、警察をはじめと
した関係機関と連携しな
がら、調査と回収に取り組
みます。

136
わかば環境
ISOの推進

わかば環境ＩＳＯを通
した環境配慮活動
に、幼稚園・認定こど
も園・学校で取り組
むことで、子どもた
ちの環境に対する意
識を育みます。

参加校・園数
：57校・園 ①

各校（園）が共通メニュー
及び独自メニューについ
て計画を作成し実践しま
す。また、取組事例を紹介
するためにホームページを
更新する準備を行います。

各校（園）が共通メニュー
及び独自メニューについ
て計画を作成し実践しまし
た。また、取組事例を紹介
するためにホームページを
更新する準備を行いまし
た。

各校（園）が共通メニュー
及び独自メニューについ
て計画を作成し実践しま
す。また取組事例を紹介す
るためホームページを更
新します。

137
保育園におけ
る環境への取
組の促進

緑のカーテンの設置
や節水などに取り組
みます。また、廃材を
利用した作品を作る
など、イベント等で積
極的にリサイクルを
行います。

緑のカーテンの設置や節
水などに取り組みます。ま
た、廃材を利用した作品を
作るなど、環境配慮への取
り組み及び啓発を行いま
す。

①

緑のカーテンの設置や節
水等に取り組みます。ま
た、廃材を利用した作品を
作る等、積極的にリサイク
ルを行います。マチコミを
利用して、掲示物のペー
パーレス化を行います。

節水・節電の呼びかけや廃
材を利用した作品の製作、
マチコミを利用した掲示物
のペーパーレス化と緑の
カーテンは、全園で取り組
みました。また、昨年度一
部の園で実施していた使
用済みの封筒や菓子袋を
ゴミ袋として再利用し、ゴ
ミの削減を全園で取り組
みました。

節水・節電の呼びかけ、廃
材を利用した作品の制
作、、マチコミを利用する、
掲示物のペーパーレス化
は、継続して全園で取り組
みます。その他各園で支障
のない範囲で独自に工夫
して環境配慮への取組と
啓発を行います。

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策

①　幼稚園・保育園・
小中学校での環境
学習の推進

①　不法投棄防止対
策の推進



34 

 

施策の方向 ５ 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

施策の柱 ５－１ 環境教育・環境学習を推進します 

施策の項目 １ 幼稚園・小中学校などおける環境教育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

138
学校での出前
教室等の開催

学校などで出前教室
を開催するなどし
て、子どもたちへの
啓発を進めます。ま
た、ごみ学級を環境
事業センターで実施
します。

【収集業務課】
小学４年生を対象にごみ学級を実
施し、環境学習の機会を提供しま
す。また、乳幼児を対象にごみ収集
車見学会を実施し、環境学習の
きっかけを提供します。

【環境政策課】
学校などで出前教室を開催するな
どして、子どもたちへの啓発を進め
ます。

①

【収集業務課】
小学４年生を対象にごみ学級を実
施し、環境学習の機会を提供しま
す。また、乳幼児を対象にごみ収集
車見学会を実施し、環境学習の
きっかけを提供します。

【環境政策課】
ひらつか環境ファンクラブと連携し
て、環境・地球温暖化対策出前講座
を開催します。また、みどりのカー
テンづくり相談会を実施します。

【収集業務課】
小学４年生を対象にしたごみ
学級を26校（1,822人）で実
施しました。

【環境政策課】
環境・地球温暖化対策出前講
座を11回実施しました。

【収集業務課】
乳幼児を対象にしたごみ収集
車見学会を開催します。

【環境政策課】
環境・地球温暖化対策出前講
座を年間計画の達成に向け
て、出前講座を開催します。

139
環境学習教材
や情報の提供

「わたしたちの平塚」
を小学校3年生へ配
布し、身近な環境に
関する学習機会を提
供します。
環境学習教材の貸し
出しを実施します。ま
た、ウェブサイト「ひ
らつか環境学習ガイ
ド」により、情報提供
を行います。

【教育研究所】
「わたしたちの平塚」を一
部改訂し、市内小学3年生
に配布します。

【環境政策課】
環境学習教材の貸し出し
を実施します。また、ウェブ
サイト「ひらつか環境学習
ガイド」により、情報提供を
行います。

①

【教育研究所】
「わたしたちの平塚」を一
部改訂します。

【環境政策課】
環境学習教材の貸し出し
を実施します。
また、ウェブサイト「ひらつ
か環境学習ガイド」により、
情報提供を行います。

【教育研究所】
「わたしたちの平塚」の改
訂作業を進めました。

【環境政策課】
環境学習教材の貸し出し
は０件でしたが、ウェブサ
イト「ひらつか環境学習ガ
イド」による情報提供を行
いました。

【教育研究所】
新年度へ向けて、「わたし
たちの平塚」を各学校へ配
布します。

【環境政策課】
環境学習教材の貸し出し
を実施します。
また、ウェブサイト「ひらつ
か環境学習ガイド」により、
情報提供を行います。

140
エネルギーの
環境学習

市民団体や企業等と
連携し、エネルギー
の環境教育を進めま
す。

市民団体や企業等と連携
し、エネルギーの環境教育
を進めます。

①

市民団体や企業等と連携
し、エネルギーの環境教育
を進めます。

市内の事業者や各家庭の
一斉消灯を呼びかける「ラ
イトダウンひらつか」の実
施及び関連付けたエコキャ
ンドル教室の実施を検討
しました。

「ライトダウンひらつか」及
び関連付けた「エコキャン
ドル教室」を実施します。

②　学校などでの環
境学習の支援

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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施策の項目 ２ 地域における環境教育・環境学習の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

141

子ども環境教
室の開催
（金目川生き物
観察会は再掲）

子ども環境教室（海
岸編、里山編、金目
川の生き物観察会
等）を実施します。

こども環境教室（海岸編、
里山編、金目川の生き物
観察会等）を実施します。

①

こども環境教室【里山編】
を開催します。
こども環境教室【川編】（金
目川生き物観察会）を開
催します。

こども環境教室【里山編】
を開催しました。
参加人数：10人
開催日：令和４年７月30
日（土）

こども環境教室川編（金目
川生き物観察会）を開催し
ました。
参加人数：24人
開催日：令和４年７月31日
（日）

こども環境教室（海岸編）
を開催します。

142
環境ポスター
コンクール等
の実施

環境ポスターコン
クールを実施しま
す。

環境ポスターコンクール
を実施します。 ①

小中学生を対象に環境ポ
スターコンクールを実施し
ます。

小中学生を対象に環境ポ
スターコンクールを実施
し、小学生128人、中学生
242人の参加がありまし
た。

表彰式をみどりのカーテ
ンコンテストと合同で開催
し、入賞者18名が出席し
ました。

143
こども自然体
験教室の開催

こども自然体験教室
(びわっ子クラブ )
で、農作業や収穫物
の加工・創作活動な
どを行います。

びわ青少年の家で、農作
業や収穫物体験教室（び
わっこクラブ）を会員32
名で年９回開催します。

①

びわ青少年の家で、農作
業や収穫物の加工・創作活
動などを行うこども自然
体験教室(びわっ子クラブ
)を会員３２名で６回開催
します。

びわ青少年の家で、農作
業や収穫物の加工・創作活
動などを行うこども自然
体験教室(びわっ子クラブ
)を会員３２名で６回開催
しました。

びわ青少年の家で、農作
業や収穫物の加工・創作活
動などを行うこども自然
体験教室(びわっ子クラブ
)を会員３２名で３回開催
します。

①　子どもを対象と
した環境教室等の開
催

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

144

青少年育成・生
涯学習等にお
ける環境学習
の促進

地域の学習ニーズを
把握し、地域の自然
環境や地域人材、団
体等と協働し、環境
を身近に感じるよう
な催しや講座等を開
催します。

【青少年課】（再掲）
びわ青少年の家で、農作
業や収穫物体験教室（び
わっこクラブ）を会員32
名で年９回開催します。

【中央公民館】
地域の学習ニーズを把握
し、地域の自然環境や地
域人材・団体を活用した
講座を行います。

①

【青少年課】
びわ青少年の家で、農作
業や収穫物の加工・創作活
動などを行うこども自然
体験教室(びわっ子クラブ
)を会員３２名で６回開催
します。

【中央公民館】
地域の学習ニーズを把握
し、地域の自然環境や地域
人材・団体を活用し、環境
を楽しく学べるようなな講
座を行います。

【青少年課】
びわ青少年の家で、農作
業や収穫物の加工・創作活
動などを行うこども自然
体験教室(びわっ子クラブ
)を会員32名で６回開催
しました。
【中央公民館】
「ビオトープ観察会」「サツ
マイモ農業体験」「わくわく
生き物観察会」など、地域
の自然環境と活かして楽
しく学びを得るような講座
を行いました。（合計16事
業、参加者数延べ455名）

【青少年課】
びわ青少年の家で、農作
業や収穫物の加工・創作活
動などを行うこども自然
体験教室(びわっ子クラブ
)を会員３２名で３回開催
します。

【中央公民館】
地域の学習ニーズを把握
し、地域の自然環境や地域
人材・団体を活用し、環境
を楽しく学べるようなな講
座を行います。

145

博物館におけ
る環境に関す
る講座等の開
催

野生動植物に関する
調査や自然観察など
の行事を開催しま
す。また、市内の植物
相の状況調査と植物
標本の整理を行いま
す。

野生動植物に関する調査
や自然観察などの行事を
開催します。また、市内の
植物相の状況調査と植物
標本の整理を行います。

①

自然観察行事として、自然
教室などを開催します。

自然観察行事として、自然
教室（２回、35人）、生き
物ズームプロジェクト（６
回、33人）などを開催しま
した。

自然観察行事として、自然
教室などを開催します。

146

市民活動団体
等と連携した
出前講座等の
実施

ひらつか環境ファン
クラブと連携して、
環境・地球温暖化対
策出前講座を開催し
ます。

講座開催回数：15回 ①

ひらつか環境ファンクラブ
と連携して、環境・地球温
暖化対策出前講座を開催
します。

ひらつか環境ファンクラブ
と連携して、環境・地球温
暖化対策出前講座を上半
期で11回開催しました。

ひらつか環境ファンクラブ
と連携して、環境・地球温
暖化対策出前講座を開催
します。

147
ひらつか環境
フェアの実施

市民団体等と協働
し、子どもや親子を
対象に環境への意識
啓発と体験学習のイ
ベントを実施します。

参加者数：150人 ①

市民団体等と協働し、子ど
もや親子を対象に環境へ
の意識啓発と体験学習の
イベントを実施します。

環境教室及びパネル展示
を行い、小学生108人、保
護者・付添130人、合計
238人の参加がありまし
た。

次年度の実施に向けて内
容を検討します。

③　人材育成 148
環境保全に関
わるリーダー
等の養成

環境保全活動などに
積極的に取り組む市
民（リーダーやコー
ディネーター）養成の
ため、環境市民講座
等の開催や啓発を行
います。

環境保全活動などに積極
的に取り組む市民（リー
ダーやコーディネーター）
養成のため、環境市民講
座等の開催や啓発を行い
ます。

①

平塚市環境市民講座を開
催します。

平塚市環境市民講座を開
催しました。

活動発表会及び環境保全
団体の活動を紹介するパ
ネル展示を実施します。

令和４年度

②　幅広い年齢層を
対象にした環境学習
の促進

№ 個別施策
５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況施策の内容
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施策の柱 ５－２ 市民等の取組や連携を支援します 

施策の項目 １ 市民行動や企業の取組に対する支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期予定 上半期実績 下半期予定

149
環境保全活動
団体への支援

地区美化推進委員長
連絡協議会や公園愛
護会・緑化モデル団
体の活動支援を行い
ます。

【環境政策課】
地区美化推進委員長連絡
協議会や公園愛護会・緑化
モデル団体の活動支援を
行います。

【みどり公園・水辺課】
地区美化推進委員長連絡
協議会や公園愛護会・緑化
モデル団体の活動支援を
行います。

①

【環境政策課】
地区美化推進委員会に対
し、清掃活動に係わる消耗
品の提供や補助金を交付
します。

【みどり公園・水辺課】
【公園愛護会】
・公園愛護会へ交付金を
交付します。
・公園愛護会連絡協議会
総会中止のため、書面議
決にて行います。
・会報の発行をします。(年
4回）
【緑化モデル団体】
登録団体へ花配布を行い
ます。

【環境政策課】
地区美化推進委員会に対
し、清掃活動に係わる消耗
品の提供や補助金を交付
しました。

【みどり公園・水辺課】
【公園愛護会】
・公園愛護会へ交付金を
交付しました。
・公園愛護会連絡協議会
総会中止のため、書面議
決にて行いました。
・役員会を書面にて行いま
した。
・会報の発行をしました。
【緑化モデル団体】
登録団体へ花配布を行い
ました。

【環境政策課】
地区美化推進委員会に対
し、清掃活動に係わる消耗
品の提供を行います。

【みどり公園・水辺課】
【公園愛護会】
・公園愛護会連絡協議会
の講習会を実施します。
・会報を発行します。
【緑化モデル団体】
登録団体へ花配布を行い
ます。

150
市民によるま
ちづくりの支
援

まちづくりわいわい
塾、まちづくり探偵
団の開催、スケッチ
展の開催、景観まち
づくりに関連する事
業の紹介や景観パネ
ル展を開催して、情
報提供等を行うこと
により、市民による
まちづくりを支援し
ます。

まちづくり探偵団等の開催
やスケッチ展の開催、景観
まちづくりに関連する事業
の紹介や景観パネル展を
開催して、情報提供等を行
うことにより、市民による
まちづくりを支援します。

④

小学生とその保護者を対
象とした「まちづくり探偵
団」を開催します。
スケッチ展に関しては、市
内の小学生を対象に絵画
募集を実施します。

－

小学生とその保護者を対
象とした「まちづくり探偵
団」を開催します。
スケッチ展については、美
術館等において作品の展
示を行います。
景観パネル展について、景
観まちづくりに関連する事
業を紹介するとともに、景
観への意識啓発を行う景
観パネル展を開催します。

①　市民の環境保全
活動に対する支援

令和４年度

令和４年度計画 実施状況施策の内容 № 個別施策
５年間の事業計画
（4年度～8年度）
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上半期予定 上半期実績 下半期予定

151
環境に配慮し
た活動の推進

平塚地区環境対策協
議会の活動等を通じ
て、企業間の交流や
環境負荷の低減への
取組を促進します。

平塚地区環境対策協議会
の活動等を通じて、企業間
の交流や環境負荷の低減
への取組を促進します。

①

平塚地区環境対策協議会
の会議に出席し、企業間の
交流や環境負荷の低減へ
の取組を促進します。

平塚地区環境対策協議会
の会議に出席し、企業間の
交流や環境負荷の低減へ
の取組を促進しました。

平塚地区環境対策協議会
が実施する相模川清掃活
動、植栽活動に参加、協力
します。

152
公害関係法令
に関する情報
提供

ウェブサイトで、随時
情報発信を行いま
す。また、チラシや事
業者説明会による周
知を行います。

ウェブサイトで、随時情報
発信を行います。また、チ
ラシや事業者説明会による
周知を行います。

①

・ホームページでは、随時
情報発信を行います。
・事業場立入時に、最新の
情報をチラシ等で周知し
ます。

・ホームページで各種環境
測定や法令に関する情報
の発信・更新を17件、行
いました。

・ホームページでは、随時
情報発信を行います。
・事業場立入時に、最新の
情報をチラシ等で周知し
ます。
・公害防止協定について、
また法令の届出対象とな
る施設について、工業団地
内事業者向けの法令説明
会を開催します。
・メールアドレスを登録し
てくれた事業所に対して、
電子メールにより公害関
係法令の周知啓発を行い
ます。

③　環境保全団体の
ネットワークづくり
の促進

153
ひらつか環境
ファンクラブの
活動の促進

ひらつか環境ファン
クラブのイベントへ
の出展支援や活動発
表会の開催を支援し
ます。

ひらつか環境ファンクラブ
団体会員数：30団体 ①

環境市民講座及び活動発
表会の開催の支援をしま
す。団体会員数の増加を
検討します。

環境市民講座等の開催を
支援しました。

環境パネル展及び活動発
表会の開催の支援します。
団体会員数の増加を検討
します。

②　企業による地域
の環境保全活動へ
支援

５年間の事業計画
（4年度～8年度）

令和４年度計画 実施状況
令和４年度

施策の内容 № 個別施策



39 

 

 

 

 

 

      全１５３施策のうち、上半期の結果は次のとおりです。 

 

 

    ①：年間を通して、計画どおり事業を実施できる        ・・・１４８施策 

    ②：上半期は事業を実施できたが、下半期は事業実施が困難である ・・・ ０施策 

    ③：下半期は事業の実施が見込め、計画達成の可能性がある    ・・・ ４施策（施策 No.２５、６６、１１６、１１８） 

      （上半期は計画どおり事業を実施できなかった） 

    ④：下半期は事業の実施が見込めるが、計画達成は難しい。    ・・・ １施策（施策 No.１５０） 

      （上半期は計画どおり事業を実施できなかった） 

    ⑤：年間を通して、計画どおり事業を実施することは困難である  ・・・ ０施策 

 

平塚市環境基本計画令和４年度上半期実施状況 集計結果 


